
主な内容主な内容
大雨による冠水‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

平成30年度町政執行方針‥‥‥‥‥‥

平成30年度教育行政方針‥‥‥‥‥‥

働くあなたを応援‥‥‥‥‥‥‥‥‥

第43回児童生徒読書感想文コンクール‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「みんなありがとうみんなありがとう」
３月15日に行われた弟子屈中学校（佐藤敬喜校長）卒業
式での１コマです。友人や後輩、先生方との別れを惜し
みながらも晴れやかな卒業を迎えていました。

（関連記事20～21ページ）

摩
周
岳
山
頂
か
ら
望
む
摩
周
湖

2018.4 No.764
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支援策 支援内容 申請方法など

　

本
町
は
、
３
月
９
日
、
前
線
を
伴
っ
た
低

気
圧
の
影
響
で
、
記
録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。８
日
午
後
の
降
り
始
め
か
ら
の

降
水
量
は
１
１
９
㍉
に
達
し
ま
し
た
。

　

９
日
の
午
後
に
は
、
朝
日
１
・
２
丁
目
の

１
５
２
世
帯
、
３
０
０
人
に
対
し
避
難
勧
告

が
だ
さ
れ
、
避
難
所
と
な
っ
た
公
民
館
に

は
、
最
大
で
58
人
の
方
が
避
難
し
、
う
ち
８

人
が
一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
短
期
間
に
降
っ
た
大
雨
と
数

日
前
の
暖
気
の
影
響
に
よ
る
融
雪
が
重
な

り
、
大
き
な
冠
水
被
害
が
発
生
し
た
も
の

で
す
。

　

町
で
は
、災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、釧

路
開
発
建
設
部
、自
衛
隊
、警
察
や
消
防
と

連
携
し
対
応
に
あ
た
り
、
排
水
ポ
ン
プ
車

で
の
排
水
作
業
や
、
救
命
ボ
ー
ト
に
よ
る

住
民
の
救
出
な
ど
を
行
い
、
翌
日
に
は
被

害
状
況
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
被
害
は
、朝
日
１
・
２
丁
目
の

住
宅
の
床
上
・
下
浸
水
被
害
を
は
じ
め
、町

内
の
多
く
で
浸
水
被
害
が
発
生
、
町
内
各

地
で
の
通
行
止
め
、Ｊ
Ｒ
の
運
休
な
ど
、皆

さ
ん
の
生
活
全
般
に
被
害
が
お
よ
び
ま
し

た
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
全
て
の
方
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
災
害
見
舞
金
な
ど
の
支
給
を

行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
ま

す
。

　

住
宅
、
店
舗
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
受

け
た
方
や
、大
き
な
怪
我
を
さ
れ
た
方
は
、

役
場
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

罹
り

災
さい

証明の発行

保険金や災害見舞
金などの請求に必
要な罹災証明書を
発行します。

相談窓口

①印鑑
②被害状況の分かる写真（提出可能な場合）
③手数料　１通 450円
※ 町外に住民登録がある場合は、それを確認できる書類（免許
証など）

総務課

総務係

☎482‒2912

①

② ③

④⑤

大雨被害による被災者支援を行います
３月９日の大雨による被災者の方に対し、さまざまな支援を行います。

被災による各種の手続きは、各担当課で行いますので、まずはご相談ください。

災害見舞金の
支給

住宅などに被害を
受けた世帯、負傷
された方に見舞金
を支給します。

▼対象／
・ 住宅や店舗などの被害（床上浸水）を受けた世帯。建物および
居住者と所有者が異なる場合は、所有者に対しても支給しま
す。
・ 大きな負傷（10日以上の入院治療）を受けた方
※ 町に住民登録がない居住者の世帯や固定資産税が課税され
ていない建物は対象となりません。

▼申請受付期間／４月20日㈮まで。

災害ごみ処理
手数料の減免

大雨などの被害で
被災された方の廃
棄物について、美
留和一般廃棄物処
理場にて無料で受
け入れます。

【受け入れ内容とお願い】
・ 持ち込む際は、被災した旨、住所・氏名を申し出ください。
・ できるだけ燃えるものとその他に分けてください。
・種類別の計量にご協力ください。
・ 持ち込みできない方は、収集に伺いますので、ご連絡くださ
い。
・ タイヤ・消火器・灯油などの危険性・有毒性のあるものは受け
入れできませんので、それぞれの販売店や専門業者に依頼し
てください。
・ 浸水に起因しないごみは免除の対象となりません。

環境生活課

環境係

☎482‒2934

上下水道料金の
減免

申請に基づく上下
水道料金を減免し
ます。

床上・床下浸水などに遭われた方で、その家屋の清掃もしく
は、一時、間借りされた借家などの平常使用量を超えた部分に
ついて、申請に基づき、個別に調査し、上下水道の料金を減免し
ます。

水道課

管理係

☎482‒2942

固定資産税の
減免

固定資産税を減免
します。

床上浸水となった住宅の所有者の方は、減免の対象となる可
能性がありますので、ご相談ください。

【固定資産税・住

民税について】

税務課課税係
☎482‒2914
【所得税について】

釧路税務署
☎015-31-5100

所得税・住民税
の雑損控除

所得税・住民税の
雑損控除が受けら
れます。

災害により住宅や家財などに被害を受けた場合に、確定申告
を行うことで、所得税や住民税の控除を受けられる場合があ
りますので、災害に関して支出した領収書や保険などにより
補てんされた金額がわかる書類は、念のため保管しておいて
ください。

健康こども課

健康推進係

☎482‒2935

後期高齢者医療
保険料の減免

後期高齢者医療保
険料を減免しま
す。

▼対象者／次の項目を全て満たす方
① 後期高齢者医療被保険者または世帯主の所有する住宅が床
上浸水した場合（※床下浸水は対象外です）
② 後期高齢者医療被保険者および世帯主が平成28年中の合計
所得が1,000万円以下

▼減免期間／３月～平成31年２月分の保険料

▼提出書類／減免申請書、罹災証明書の写し

後期高齢者医療
一部負担金の

減免

後期高齢者医療一
部負担金を減免し
ます。

▼対象者／次の項目の①かつ②～④いずれかひとつを満たす方
① 後期高齢者医療被保険者または世帯主の所有する住宅が床
上浸水した場合
②世帯主が住民税減免　③世帯主が住民税非課税
④ 世帯収入の合計金額が生活保護世帯基準以下であり、かつ
世帯の貯蓄金の合計金額が生活基準額の３カ月分に相当す
る額以下

▼減免期間／申し出月から連続して３カ月以内

▼提出書類／減免申請書、罹災証明書の写し
　　　　　　④の場合は収入などがわかるもの

① 冠水した町道をボートを使
い救助される町民
② 朝日地区のアパート駐車場
が冠水
③ 札友内の町水道施設などが
冠水
④ 避難所となった公民館での
避難者受け入れ準備
⑤ 釧路開発建設部、自衛隊と連
携しながら災害対応

総務課

防災情報係

☎482‒2912
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こ
の
５
年
間
、
国
の
経
済
政
策
で
あ
る

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス「
改
革
の
矢
」に
よ
り
、
雇

用
者
数
の
増
加
、
新
卒
者
の
就
職
率
の
改

善
、
株
価
の
持
ち
直
し
な
ど
、
日
本
経
済

の
成
長
軌
道
が
確
か
な
も
の
に
な
り
つ

つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、
少
子
高
齢
化
、
東
京
一
極
集
中
に

よ
る
人
口
減
少
が
急
速
に
進
み
、
農
業
や

観
光
業
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
で

の
人
材
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
地
方
経
済
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
ま
ち
の
将
来
像

で
あ
る
「
水
と
森
と
人
が
共
に
輝
き
、
活

力
あ
ふ
れ
る
自
立
し
た
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
、
人
口
減
少
や
、
地
域
経
済
の
低
迷
、

財
政
の
健
全
化
な
ど
山
積
す
る
諸
問
題

に
立
ち
向
か
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、
ま
ち
の
特
色

で
あ
る
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
新
た
な
産
業
や
、
農
業
と
観
光
業
の

連
携
に
よ
る
地
域
循
環
型
経
済
の
さ
ら

な
る
推
進
と
新
た
な
雇
用
の
創
出
、
こ
れ

か
ら
の
弟
子
屈
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち

な
ど
積
極
的
に
地
域
で
活
躍
で
き
る
人

材
の
育
成
を
進
め
、
一
度
町
を
離
れ
た
子

ど
も
た
ち
が
、
再
び
弟
子
屈
町
に
戻
っ
て

来
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

第
５
次
総
合
計
画
の
最
終
年
度
で
あ

る
平
成
33
年
度
ま
で
の
間
「
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
政
策
を
磨
き
上
げ
て
人
口
減
少
を

ス
ト
ッ
プ
す
る
」
を
基
本
方
針
と
し
て

「
第
５
次
総
合
計
画
」と「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
戦
略
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
よ
り

集
中
的
に
実
施
し
、
実
効
性
が
高
ま
る
よ

う
、
計
画（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）・
実
行（
Ｄ
ｏ
）・
評

価
（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）・
改
善
（
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
）
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
継
続

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

▼ 

第
２
次
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、
さ

ら
な
る
自
然
資
源
の
保
全
に
向
け
た

意
識
向
上
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中

心
と
し
た
観
光
振
興
の
推
進
。

▼ 

摩
周
湖
に
お
け
る
、
長
期
的
な
保
全
を

目
的
と
し
た
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
活
動
な
ど
の
継
続
。

▼ 

屈
斜
路
湖
に
お
け
る
、
湖
水
の
適
正
利

用
に
向
け
、
動
力
船
、
無
動
力
船
の
住

み
分
け
に
よ
る
事
故
防
止
の
取
り
組

み
を
推
進
。

循
環
型
社
会
の
構
築

▼ 

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
町
内
の
防

犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
。

▼ 

地
熱
や
温
泉
熱
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
、
事
業
化
に
向
け
た
調
査

研
究
の
推
進
。

▼ 

温
泉
の
多
角
的
な
活
用
を
図
る
た
め
、

新
た
な
泉
源
の
掘
削
や
バ
イ
ナ
リ
ー

発
電
な
ど
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
推
進
。

足
腰
の
強
い
産
業
育
成

▼ 

国
に
対
す
る
、
家
族
経
営
を
基
本
と
す

る
農
業
へ
の
対
策
の
要
請
。

▼ 

農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
農
協

な
ど
と
連
携
し
継
続
的
な
基
盤
整
備

を
実
施
。

▼ 

耕
畜
連
携
に
よ
る
域
内
自
給
飼
料
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
。

▼ 

農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
農

協
と
の
連
携
に
よ
る
農
業
実
習
生
や
研

修
生
の
受
け
入
れ
事
業
へ
の
支
援
。

▼ 

国
や
道
に
対
す
る
、
畑
作
の
経
営
所
得

　平成30年第１回町議会定例会が３月６日か

ら12日まで開かれ、平成30年度予算案などが審

議されました。

　德永町長が行った町政執行方針と、小林教

育長の教育行政方針の概要をお知らせします。

平成30年度町政執行方針

町長　德　永　哲　雄

安
定
対
策
の
継
続
を
要
望
。

▼ 

畑
作
に
お
け
る
新
た
な
作
物
導
入
に

よ
る
経
営
形
態
の
見
直
し
と
、
輪
作
体

系
の
確
立
。

▼ 

エ
ゾ
シ
カ
な
ど
に
よ
る
農
業
被
害
対

策
の
継
続
。

▼ 

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
苗
木
の
育
苗
と

栽
培
面
積
の
拡
大
。

▼ 

農
道
や
町
営
牧
場
育
成
舎
な
ど
の
整

備
、
草
地
改
良
な
ど
国
営
・
道
営
土
地

改
良
事
業
に
よ
る
基
盤
整
備
の
継
続
。

▼ 

町
の
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い
た
森

づ
く
り
の
推
進
。

▼ 

町
有
林
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
町
有
林
造
林
事
業
の
継
続
。

▼ 

林
業
従
事
者
の
担
い
手
を
確
保
す
る

た
め
の
支
援
を
実
施
。

▼ 

屈
斜
路
湖
で
の
漁
業
協
同
組
合
の
設

立
と
、
漁
業
権
取
得
に
向
け
た
取
り
組

み
の
継
続
。

▼ 

空
き
店
舗
活
用
事
業
に
よ
る
支
援
の

継
続
。

▼ 

道
の
駅「
摩
周
温
泉
」な
ど
各
観
光
案
内

所
活
用
に
よ
る
、
観
光
客
の
地
域
内
消

費
の
推
進
。

▼ 

町
内
企
業
の
域
内
調
達
の
推
進
、
中
小

企
業
振
興
融
資
制
度
な
ど
に
よ
る
商

工
業
者
へ
の
経
営
安
定
化
支
援
。

▼ 

資
格
取
得
支
援
制
度
の
拡
大
と
新
規

雇
用
促
進
事
業
の
継
続
。

▼ 

町
内
企
業
の
人
材
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
。

▼ 

摩
周
湖
観
光
協
会
と
連
携
し
、
商
談
会

や
営
業
な
ど
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
実
施
。

▼ 

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
を
両
立
し

た
滞
在
型
エ
コ
ツ
ア
ー
の
造
成
に
よ

る
観
光
客
の
満
足
度
向
上
と
、
地
域
経

済
活
性
化
の
推
進
。

▼ 

広
域
観
光
と
し
て
、
周
辺
地
域
や
各
種

団
体
と
連
携
し
、
観
光
客
の
利
便
性
を

高
め
る
効
果
的
な
取
り
組
み
の
継
続
。

▼
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
の
推
進
。

保
険
医
療
体
制
の
充
実

▼ 

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
と
の
連
携
強

化
に
よ
る
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
。

▼ 

保
健
指
導
や
健
康
教
育
の
充
実
に
よ

る
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
健
康
寿
命

の
向
上 

。

▼ 

各
種
予
防
接
種
費
用
助
成
の
継
続
実
施
。

▼ 

地
域
医
療
の
中
核
で
あ
る
摩
周
厚
生

病
院
に
対
す
る
支
援
の
継
続
。

▼ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
摩
周
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
倖
和
園
と
の
円
滑
な
連
携
。

▼ 

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

実
質
無
料
化
の
継
続
。

▼ 

４
月
か
ら
財
政
運
営
の
主
体
が
北
海

道
に
移
行
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業

に
お
け
る
円
滑
な
制
度
移
行
と
適
切

な
保
健
事
業
の
実
施
。

地
域
福
祉
の
充
実

▼ 

地
域
全
体
で
の
支
え
合
い
や
人
材
育

成
の
た
め
の
支
援
の
継
続
。

▼ 

適
切
な
相
談
支
援
が
実
施
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
推
進
。

▼ 

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
た
高
齢

者
福
祉
事
業
の
運
用
に
よ
る
高
齢
者

の
健
康
保
持
と
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
の
支
援
。

▼ 

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
予
防
・
生
活
支
援

の
各
分
野
が
連
携
し
て
支
援
す
る
地

域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。

▼ 

障
が
い
者
基
本
計
画
・
第
５
期
障
が
い

福
祉
計
画
・
第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計

画
に
掲
げ
た
各
種
施
策
の
推
進
。

▼ 

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
関
係
機
関
と
連
携
し
た
療
育
支
援

の
継
続
。

温泉の多角的な利用を検討

地域活性化のため各観光案内所を活用

環　
人
と
自
然
が
共
生

　

す
る

活　
ま
ち
に
活
力
・
活
気
・

　

雇
用
を
生
み
出
す

暮　
誰
も
が
安
心
し
て

　

暮
ら
せ
る

地域全体でで支える体制作りを
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子
育
て
支
援

▼ 

出
産
・
育
児
に
対
す
る
不
安
を
解
消
す

る
た
め
の
、
産
前
・
産
後
ケ
ア
事
業
を

実
施
。

▼ 

妊
婦
健
診
時
の
通
院
費
を
助
成
す
る

妊
産
婦
安
心
出
産
支
援
事
業
の
実
施
。

▼ 

赤
ち
ゃ
ん
す
く
す
く
応
援
券
交
付
事

業
の
拡
充
。

▼ 

保
育
園
や
幼
稚
園
の
利
用
者
負
担
へ

の
助
成
の
継
続
と
、
低
所
得
者
へ
の
支

援
の
拡
充
。

▼ 

町
立
保
育
園
と
摩
周
丘
幼
稚
園
を
一

つ
に
し
た
公
私
連
携
型
幼
保
連
携
認

定
こ
ど
も
園
の
平
成
31
年
度
開
園
を

目
指
し
た
取
り
組
み
。

▼ 

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
課
題
を
抱
え
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
支
援
や
食
事

の
提
供
を
行
う
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
推
進
事
業
の
実
施
。

▼ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
育

児
で
の
孤
立
や
不
安
解
消
に
つ
な
が

る
支
援
や
、母
親
講
座
な
ど
の
継
続
。

▼ 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
保
護
者
支
援

と
利
用
児
童
の
安
全
・
健
康
の
確
保
。

▼ 

保
育
の
質
を
高
め
る
た
め
の
支
援
員

の
処
遇
改
善
の
実
施
。

生
活
基
盤
の
向
上

▼ 

老
朽
管
の
改
修
、
検
定
満
了
水
道
メ
ー

タ
ー
器
の
交
換
、
配
水
施
設
の
整
備
に

よ
る
安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
供
給
。

▼ 

維
持
管
理
体
制
の
強
化
に
よ
る
温
泉

の
安
定
供
給
。

▼
摩
周
地
区
の
下
水
道
整
備
。

▼ 

弟
子
屈
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化

に
よ
る
適
正
な
汚
水
処
理
。

▼ 
下
水
道
計
画
処
理
区
域
外
で
の
適
正

な
合
併
浄
化
槽
事
業
の
推
進
。

▼ 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定

し
、
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
と
交

通
弱
者
の
利
便
性
向
上
の
推
進
。

▼ 

Ｊ
Ｒ
釧
網
本
線
の
存
続
に
つ
い
て
、
沿

線
自
治
体
や
北
海
道
と
連
携
し
た
要

望
。

▼ 

公
営
住
宅
敷
島
団
地
１
棟
４
戸
の
建

設
と

別
団
地
の
実
施
設
計
。

▼ 

み
は
ら
し
団
地
５
号
棟
の
長
寿
命
化

工
事
、
住
環
境
の
改
善
工
事
、
物
置
の

改
築
、
通
路
の
改
良
、
敷
地
内
防
護
フ

ェ
ン
ス
の
改
修
。

▼ 

住
宅
建
設
促
進
事
業
継
続
に
よ
る
民

間
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
。

▼ 

水
郷
公
園
を
中
心
と
し
た
施
設
の
老

朽
化
に
対
す
る
改
築
・
更
新
の
実
施
。

▼ 

水
郷
公
園
な
ど
の
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
。

▼ 

町
道
奥
春
別
団
地
線
、

別
西
５
号
線

の
改
良
・
舗
装
工
事
の
継
続
。

▼ 

町
道
弟
子
屈
原
野
９
線
防
雪
事
業
の

継
続
。

▼ 

南
弟
子
屈
橋
の
改
修
な
ど
、
既
存
橋
梁

の
計
画
的
な
修
繕
に
よ
る
地
域
道
路

網
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
。

安
全･

安
心
の
確
保

▼ 

空
き
家
所
有
者
な
ど
へ
の
適
切
な
管

理
の
周
知
と
除
却
へ
の
対
応
の
継
続
。

▼ 

弟
子
屈
警
察
署
や
各
関
係
機
関
・
自
治

会
な
ど
と
連
携
し
た
交
通
安
全
運
動

の
推
進
。

▼ 

運
転
免
許
の
自
主
返
納
者
へ
の
交
通

費
を
支
援
す
る
制
度
の
構
築
。

▼ 

弟
子
屈
消
費
者
協
会
、
防
犯
協
会
や
弟

子
屈
警
察
署
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
た
情
報
共
有
と
、
消
費
者
の
安
心
安

全
確
保
の
た
め
の
意
識
啓
発
に
よ
る
、

消
費
者
行
政
の
推
進
。

▼ 

火
山
防
災
に
お
け
る
避
難
計
画
の
策

定
作
業
の
推
進
。

▼ 

全
国
瞬
時
警
報
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
シ
ス

テ
ム
の
更
新
。

▼ 

避
難
収
容
施
設
で
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ（W
i-F
i

）の
環
境
整
備

▼ 

河
川
や
土
砂
災
害
な
ど
へ
の
防
災
、
減

災
対
策
の
実
施
。

学
校
教
育
の
充
実

▼ 

家
庭
や
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
の
積
極
的
な
推
進
。

▼ 

地
域
社
会
と
連
携
を
深
め
、
特
色
あ
る

教
育
活
動
の
展
開
。

▼ 

玉
川
学
園
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
の
継
続
と
、小
学

校
教
員
の
英
語
指
導
力
向
上
の
た
め

の
講
座
の
開
催
。

▼ 

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
、
就
学
児
童

生
徒
保
護
者
へ
の
支
援
。

▼ 

弟
子
屈
高
校
生
徒
へ
の
各
種
支
援
を

継
続
。

▼ 

弟
子
屈
高
校
存
続
問
題
へ
の
働
き
か

け
の
継
続
。

社
会
教
育
活
動
の
推
進

▼ 

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
学
習
活
動
の
支
援
。

▼ 

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成

の
た
め
の
多
様
な
体
験
活
動
を
充
実
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼ 

文
化
・
体
育
関
係
団
体
と
の
連
携
や
、

全
道
・
全
国
大
会
出
場
へ
の
助
成
の
継

続
。

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
の
た
め
の
環
境

整
備
を
推
進
。

▼ 

地
域
固
有
種
の
希
少
植
物
の
学
術
調

査
の
実
施
。

▼ 

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
伝
統
的
な
歴
史
や

文
化
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
。

人
材
育
成
・
人
づ
く
り
・
人
材
の
確
保

▼ 

退
任
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
へ

の
支
援
と
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
人

材
と
し
て
、
新
た
な
協
力
隊
員
の
募

集
。

▼ 

ふ
る
さ
と
づ
く
り
人
材
育
成
事
業
の

充
実
強
化
に
よ
る
、
地
域
づ
く
り
に
資

す
る
人
材
の
育
成
と
若
い
世
代
の
定

住
化
の
推
進
。

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
・
交
流
活
動
支
援

▼ 

人
財
バ
ン
ク
制
度
活
用
に
よ
る
、
誰
も

が
活
躍
で
き
る
社
会
の
構
築
、
地
域
間

交
流
や
町
外
か
ら
の
定
住
促
進
。

と
も
に
汗
を
か
き
進
め
る
ま
ち
づ

く
り

▼ 

南
弟
子
屈
地
域
が
活
性
化
し
、
地
域
が

自
立
し
稼
げ
る
具
体
的
な
取
り
組
み

の
実
施
。

▼ 

経
済
政
策
課
題
に
つ
い
て
民
間
の
実

務
経
験
者
へ
の
政
策
相
談
業
務
委
託
。

時
代
に
即
し
、
透
明
性
の
高
い
行

政
運
営

▼ 

広
報
て
し
か
が
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
充
実
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
な

　

町
の
特
性
と
目
指
す
方
向
性
を
し
っ

か
り
と
見
据
え
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

町
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
述
べ
ま
し
た

施
策
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で

「
豊
か
で
幸
せ
な
町
」
を
実
感
で
き
る
よ

う
、全
力
で
町
政
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

人　
興
味
と
関
心
を
持
ち
、

　

行
動
す
る
人
を
育
て
る

育　
豊
か
な
心
を
育
て
、

　

文
化
を
大
切
に
す
る

公　
誰
で
も
ま
ち
づ
く
り
に
参

　

加
す
る
こ
と
が
で
き
る

だれもが安心して子育てできるまちへ

避難訓練の実施や避難施設の環境整備を推進

地域に貢献する人材育成の推進（平成28年度の報告会での様子）

ど
を
活
用
し
た
、
町
民
向
け
の
情
報
提

供
の
充
実
。

▼ 

転
出
し
た
子
ど
も
た
ち
や
、
移
住
を
希

望
す
る
町
外
の
方
、
町
内
に
進
出
を
希

望
す
る
企
業
な
ど
、
町
外
に
向
け
た
情

報
発
信
と
、本
町
の
Ｐ
Ｒ
の
推
進
。

▼ 

タ
ウ
ン
メ
ー
ル
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、

町
政
懇
談
会
、
自
治
会
総
会
な
ど
に
よ

る
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
の
収
集
と

町
政
運
営
へ
の
反
映
。

▼ 

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
制
度
活
用
に
よ
る

職
員
の
能
力
、資
質
の
向
上
。

▼ 

職
員
人
事
評
価
制
度
の
推
進
に
よ
る

人
材
育
成
。

▼ 

町
税
に
お
け
る
、各
種
滞
納
処
分
の
強
化

啓
蒙
活
動
実
施
に
よ
る
税
収
の
確
保
。

▼ 

町
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
導
入
。

▼ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
積
極
的
な
推
進
と
、

特
産
品
返
礼
に
よ
る
地
域
内
経
済
の

好
循
環
の
確
立
。

子どもたちがここで暮らしたいと思えるまちに

「水と森と人が共に輝き、活力あふれる自立したまち」を目指して
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近
年
、
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
が

加
速
度
的
に
進
行
し
、
一
方
で
は
、
科
学

技
術
の
進
歩
が
め
ざ
ま
し
く
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
高
度
情
報
化
な
ど
の
急
速
な
社

会
の
変
化
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
人
生
百
年
時
代
を
見
据
え
、

「
人
づ
く
り
革
命
」
を
最
大
の
テ
ー
マ
と

し
て
位
置
付
け
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
、

高
等
教
育
の
負
担
軽
減
、
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
掲
げ
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
一
層
の
横
断
的
・
総
合

的
な
教
育
行
政
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く

変
化
す
る
情
勢
に
あ
り
ま
す
が
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
幅
広
い
視
点
で
物

事
を
考
え
る
力
や
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

平成30年度教育行政方針

教育長　小　林　俊　夫

乗
り
越
え
る
力
、
い
わ
ゆ
る「
生
き
る
力
」

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
何
よ
り
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
も
、
社
会
の
変
化
に
対
応

し
つ
つ
、
弟
子
屈
町
教
育
の
め
ざ
す
姿

「
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
と
連
携
し
、
ふ

る
さ
と
を
創
る
人
を
育
む
」
を
基
調
に
、

ふ
る
さ
と
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
や
若

者
、
さ
ら
に
は
、
こ
こ
に
住
む
全
て
の

人
々
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
学
び
、
育
ち
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
環
境

を
維
持
し
、
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

▼ 

総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
示
さ
れ
る

教
育
大
綱
に
基
づ
く
各
種
事
務
事
業

の
展
開
と
計
画
的
な
教
育
の
推
進
。

▼ 

各
種
文
教
施
設
の
今
後
の
在
り
方
を

検
討
。

▼ 

教
育
委
員
コ
ラ
ム
の
充
実
や
「
移
動
教

育
委
員
会
」な
ど
の
複
数
開
催
。

▼
社
会
教
育
事
業
の
参
観
拡
大
。

▼ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
た
情

報
発
信
。

▼ 

各
学
校
に
お
け
る
、
子
ど
も
た
ち
の

知
・
徳
・
体
の
調
和
が
取
れ
た
健
や
か
な

成
長
の
た
め
の
創
意
あ
る
教
育
活
動

の
展
開
。

▼ 

教
育
委
員
会
に
お
け
る
、
各
学
校
が
学

校
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
取
り

組
み
へ
の
支
援
。

▼ 

本
町
で
の
「
釧
路
管
内
学
校
教
育
研
究

大
会
」「
釧
路
へ
き
地
複
式
教
育
研
究

大
会
」
の
開
催
を
通
し
た
教
育
実
践
の

発
信
。

▼ 

平
成
31
年
度
か
ら
小
学
校
で
導
入
さ

れ
る
各
教
科
の
教
科
書
採
択
に
向
け

た
取
り
組
み
。

１　

 

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の

推
進

▼ 

教
育
活
動
の
公
開
、
学
校
評
価
の
計
画

的
な
実
施
、
保
護
者
や
地
域
か
ら
の
意

見
収
集
な
ど
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

の
推
進
。

▼ 

川
湯
小
学
校
と
川
湯
中
学
校
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学
校
運
営
協

議
会
）の
推
進
。

２　

学
習
指
導
の
充
実

▼ 

各
教
科
な
ど
の
指
導
計
画
に
基
づ
い

た
さ
ら
な
る
学
習
指
導
の
充
実
。

▼ 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
、弟
子
屈
町

学
力
調
査
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
学

力
や
学
習
状
況
の
把
握
の
継
続
と
、
学

習
指
導
の
工
夫
・
改
善
。

▼ 

放
課
後
学
習
や
長
期
休
業
中
の
学
習

サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
の
継
続
。

▼ 

学
習
習
慣
の
確
立
に
向
け
た
家
庭
学

習
や
読
書
活
動
の
推
進
。

▼ 

外
国
語
教
育
は
、
新
た
に
小
学
校
３
・

４
年
生
で
外
国
語
活
動
を
実
施
し
、
小

学
校
５
・
６
年
生
は
、
新
設
さ
れ
る
英

語
科
の
内
容
の
一
部
を
加
え
た
授
業

を
実
施
。

 

３　

 「
豊
か
な
心
」を
育
む
教
育
活

動
の
充
実

▼ 

発
達
段
階
に
応
じ
、道
徳
性
を
高
め
る
教

育
活
動
を
推
進
。

▼ 

教
育
委
員
会
に
お
け
る
、
本
町
の
豊
か

な
自
然
を
生
か
し
た
体
験
学
習
や
郷
土

の
文
化
・
伝
統
に
親
し
む
活
動
、鹿
児
島

県
日
置
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
の
機
会
の
充
実
。

▼ 「
い
じ
め
根
絶
に
向
け
た
一
学
校
一
運

動
」
を
推
進
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

踏
ま
え
た
、
い
じ
め
の
撲
滅
と
未
然
防

止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
。

▼ 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
に
よ
る

学
校
相
談
体
制
の
充
実
。

４　

 

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
教

育
の
推
進

▼ 

地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
や
人
材
な

ど
を
十
分
に
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
学

習
の
実
施
。

▼ 

各
学
校
で
取
り
組
む
土
曜
授
業
へ
の

支
援
の
継
続
。

▼ 

玉
川
学
園
と
の
連
携
に
よ
る
、小
・
中
学

生
、高
校
生
を
対
象
と
し
た「
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ（
英
語
合
宿
）」の
実

施
。

▼ 

北
海
道
教
育
大
学
と
の
相
互
協
力
に

係
る
、
教
育
実
習
生
の
受
け
入
れ
な
ど

の
継
続
。

５　

特
別
支
援
教
育
の
充
実

▼ 

各
学
校
に
お
け
る
、
特
別
支
援
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
き

め
細
や
か
な
支
援
の
継
続
。

▼
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
。

▼ 

特
別
支
援
担
当
教
員
の
専
門
性
の
向

上
を
図
る
研
修
の
実
施
。

▼ 

北
海
道
立
特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー

な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
特
別
支
援
教

育
の
充
実
。

▼ 

弟
子
屈
町
特
別
支
援
教
育
推
進
会
議

を
中
心
と
し
た
情
報
共
有
と
、
支
援
体

制
の
充
実
に
向
け
た
連
携
強
化
。

６　

 

健
康
・
安
全
に
関
す
る
指
導

の
充
実

▼ 「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」を
は
じ

め
と
す
る
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
確

立
。

▼ 

各
学
校
に
お
け
る
体
育
授
業
の
充
実

な
ど
、
運
動
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
の

推
進
。

▼ 

新
体
力
テ
ス
ト
の
継
続
実
施
。

▼ 

教
育
委
員
会
に
よ
る
小
中
高
生
対
象

の
思
春
期
講
座
の
実
施
。

▼ 

火
災
や
地
震
に
備
え
た
防
災
訓
練
、
警

察
と
連
携
し
た
防
犯
教
室
な
ど
に
よ

る
、
教
師
の
危
機
管
理
意
識
と
児
童
生

徒
の
危
機
回
避
能
力
の
向
上
。

▼ 

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
隊
や
子
ど
も
１
１

　

 

０
番
の
家
な
ど
、地
域
や
関
係
機
関
・
団

体
と
の
協
力
に
よ
る
安
全
対
策
の
実

施
。

７　

教
員
の
資
質
向
上

▼ 

教
職
員
の
法
定
研
修
、
各
種
講
座
へ
の

積
極
的
な
参
加
の
促
進
。

▼ 

町
教
育
研
究
所
に
お
け
る
研
究
活
動

の
推
進
。

▼ 

研
究
指
定
校
の
取
り
組
み
、
自
主
公
開

研
究
会
開
催
な
ど
に
よ
る
各
学
校
の

校
内
研
修
の
充
実
と
、
教
職
員
の
実
践

的
な
指
導
力
の
向
上
。

▼ 

玉
川
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
小
学
校

教
員
の
英
語
指
導
力
向
上
の
た
め
の

講
座
の
開
設
。

８　

 

就
学
児
童
生
徒
保
護
者
へ
の

支
援

▼ 

生
活
困
窮
世
帯
に
対
す
る
各
種
助
成
事

業
の
継
続
。新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品

費
に
つ
い
て
は
前
倒
し
支
給
を
を
実

施
。

▼ 

教
材
費
や
医
療
費
な
ど
支
援
を
継
続

し
、「
ク
ラ
ブ
活
動
費
」な
ど
の
新
た
な

支
援
の
拡
充
。

運動に親しむ環境づくりを推進

昨年12月に開催された総合教育会議

玉川学園との連携によるイングリッシュキャンプ
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▼ 

第
７
次
弟
子
屈
町
社
会
教
育
中
期
計

画
に
沿
っ
た
、
町
民
が
生
涯
に
わ
た
り

自
ら
学
習
機
会
を
選
択
し
、
共
に
学

び
、
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
。

１　

 

生
涯
学
習
事
業
の
充
実
と
社

会
教
育
の
振
興

▼ 

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
機
会
の
提
供
。

▼ 

弟
子
屈
町
教
育
支
援
活
動
運
営
委
員

会
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
、
家
庭
教
育

支
援
活
動
の
継
続
。

▼ 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
へ
の
支

援
、
町
の
地
域
資
源
を
学
ぶ
ふ
る
さ
と

教
室
な
ど
、
郷
土
愛
を
醸
成
し
て
い
く

取
り
組
み
の
推
進
。

▼ 

青
年
団
体
で
構
成
す
る
ユ
ー
ス
フ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
て
し
か
が
へ
の
支
援

と
と
も
に
、
青
年
同
士
の
つ
な
が
り
が

広
が
る
学
習
機
会
の
提
供
。

▼ 

成
人
や
高
齢
者
の
学
習
活
動
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学

習
内
容
の
充
実
。

▼
人
財
バ
ン
ク
制
度
の
拡
充
。

２　

 

公
民
館
、図
書
館
活
動
の
充
実

 

▼ 

公
民
館
を
学
習
拠
点
と
し
て
「
つ
ど

う
」「
ま
な
ぶ
」「
む
す
ぶ
」と
い
う
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
を
醸
成
。

▼ 

地
域
の
貴
重
な
人
材
を
活
用
し
た
幅

広
い
講
座
を
開
設
す
る
な
ど
、
多
様
な

学
習
機
会
の
提
供
。

▼ 

弟
子
屈
高
校
と
の
連
携
し
た
専
門
性

の
高
い
講
座
や
興
味
・
関
心
の
持
て
る

講
座
の
拡
充
。

▼ 

町
民
の
交
流
を
深
め
る
「
公
民
館
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
」
や
、
学
習
の
成
果
を
発

表
す
る「
公
民
館
ロ
ビ
ー
展
」の
開
催
。

▼ 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
集
う
施

設
と
し
て
の
機
能
を
を
充
実
。

▼ 

公
民
館
を
核
と
し
た
潤
い
あ
る
豊
か

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
。

▼ 

図
書
館
の
図
書
の
充
実
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
蔵
書
検
索
や
予
約
サ

ー
ビ
ス
、
町
広
報
紙
な
ど
を
利
用
し
た

情
報
提
供
な
ど
の
推
進
。

▼ 

移
動
図
書
館
バ
ス
の
活
用
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
協
働
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、

「
第
２
次
弟
子
屈
町
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
」
の
着
実
な
実
行
な
ど
、
子

ど
も
が
読
書
を
楽
し
め
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
。

３　

 

芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援
と

振
興

▼ 

各
サ
ー
ク
ル
や
個
人
の
自
主
的
な
活

動
を
推
進
し
、
発
表
の
た
め
に
公
民
館

ロ
ビ
ー
展
を
活
用
。

▼ 

弟
子
屈
町
文
化
協
会
の
活
動
や
、
弟
子

屈
町
総
合
文
化
祭
へ
の
支
援
の
継
続
。

▼ 

芸
術
鑑
賞
バ
ス
事
業
の
継
続
に
よ
る

優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
の

充
実
。

▼ 

各
小
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
と

の
連
携
に
よ
る
幼
児
、
児
童
芸
術
鑑
賞

会
の
継
続
開
催
。

▼ 

文
化
振
興
助
成
制
度
に
よ
る
全
道
・
全

国
大
会
へ
の
参
加
支
援
の
継
続
。

４　

文
化
財
保
護
な
ど
の
活
動
推
進

▼ 

貴
重
な
文
化
財
の
保
護
・
保
全
・
伝
承

９　

 

幼
稚
園
教
育
の
充
実

▼ 

摩
周
丘
幼
稚
園
に
対
す
る
幼
稚
園
運

営
費
助
成
の
継
続
。

▼ 

就
園
奨
励
費
補
助
の
実
施
。

▼ 

認
定
こ
ど
も
園
事
業
へ
の
取
り
組
み
。

10　
 

高
等
教
育
支
援
な
ど
の
充
実

▼ 

北
海
道
教
育
委
員
会
な
ど
に
対
す
る

弟
子
屈
高
校
配
置
計
画
の
見
直
し
や

教
育
環
境
充
実
な
ど
の
要
望
の
実
施
。

▼ 

弟
子
屈
高
校
生
の
進
学
や
就
職
な
ど

進
路
支
援
に
対
す
る
助
成
、
各
種
学
校

行
事
支
援
の
実
施
。

▼ 

川
湯
地
区・屈
斜
路
地
区
、町
外
か
ら
公

共
交
通
機
関
で
通
学
し
て
い
る
弟
子

屈
高
校
生
徒
の
通
学
費
の
全
額
助
成
。

▼ 

弟
子
屈
高
校
生
徒
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
助
成
の
継
続
。

▼ 
コ
ー
ス
制
に
よ
る
多
彩
な
選
択
科
目

を
継
続
し
、
あ
た
ら
に
ふ
る
さ
と
学
習

「
弟
子
屈
探
究
」を
新
設
。

▼ 

地
域
に
根
差
し
た
魅
力
あ
る
高
校
づ

く
り
へ
の
支
援
。

11　

小
中
高
等
学
校
連
携
の
促
進

▼ 

小
中
高
校
長
・
教
頭
連
携
会
議
、教
務
主

任
連
携
会
議
な
ど
に
よ
る
小
・
中
学
校
、

高
校
間
の
情
報
共
有
と
連
携
の
促
進
。

▼ 

本
町
の
特
色
を
活
か
し
、
小
中
高
12
年

間
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
。

▼ 

園
児
・
児
童
・
生
徒
が
摩
周
森
の
公
園
内

の
花
壇
整
備
に
参
加
す
る
フ
ラ
ワ
ー

タ
ッ
チ
事
業
の
継
続
実
施
。

の
取
り
組
み
。

▼ 

縄
文
遺
跡
に
係
る
北
海
道
縄
文
の
ま

ち
連
絡
会
と
の
連
携
事
業
の
継
続
。

▼ 

希
少
植
物
「
カ
ワ
ユ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
」

の
学
術
調
査
の
実
施
。

▼ 

松
浦
武
四
郎
の
本
町
探
査
１
６
０
年
、

北
海
道
命
名
１
５
０
年
を
記
念
し
、
出

身
地
三
重
県
松
阪
市
と
の
児
童
に
よ

る
相
互
交
流
を
実
施
。

▼ 

て
し
か
が
郷
土
研
究
会
と
の
協
働
に
よ

る
郷
土
資
料
の
保
存
・
整
理
、展
示
・
解

説
な
ど
の
取
り
組
み
。

５　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼ 

町
民
が
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、
健
康
と
体
力
の
増
進
を
図
る

た
め
の
環
境
づ
く
り
の
推
進
。

▼ 

弟
子
屈
町
体
育
協
会
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
活
動
へ
の
支
援
、
摩
周
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
・
協
働

の
推
進
。

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
指
導
員
の
資

質
向
上
を
促
進
。

▼ 
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
、
学
校
施
設
開

放
事
業
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

機
会
の
充
実
。

▼ 

北
海
道
水
泳
連
盟
や
釧
路
市
と
の
共

催
に
よ
る
「
オ
ー
プ
ン
ウ
オ
ー
タ
ー
ス

イ
ミ
ン
グ
」屈
斜
路
湖
大
会
の
開
催
。

▼ 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
の
整
備

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
活
動
の
推

進
。

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
制
度
継
続
に
よ

る
全
道
・
全
国
大
会
へ
の
出
場
支
援
。

６　

社
会
教
育
施
設
な
ど
の
充
実

▼ 

公
民
館
、
図
書
館
、
川
湯
屋
内
温
水
プ

ー
ル
な
ど
社
会
教
育
・
体
育
施
設
の
適

切
な
維
持
管
理
。

▼ 

施
設
職
員
の
資
質
向
上
へ
の
取
り
組

み
。

▼ 

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
運
営
の

推
進
。

　

教
育
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
大
事

な
節
目
の
時
期
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
の
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
豊
か
な
心
を
も
っ
て
生
き
生

き
と
学
び
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
心
身
と
も

に
健
康
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
議
会
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
心

か
ら
お
願
い
し
、教
育
行
政
方
針
と
し
ま
す
。

昨年のフラワータッチ事業

さまざまな分野で弟子屈高校を支援

12　

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

▼ 

学
校
図
書
や
学
習
教
材
の
充
実
。

▼ 

弟
子
屈
小
学
校
な
ど
の
漏
水
調
査
と

改
修
。

▼ 

各
学
校
の
維
持
管
理
、
修
繕
や
各
種
備

品
購
入
な
ど
の
計
画
的
な
推
進
。

▼ 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
教
室
利
用
の

検
討
。

13　

学
校
給
食
の
充
実

 

▼ 

安
全
で
お
い
し
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
給
食
の
提
供
。

▼ 

学
校
給
食
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
く
衛
生
・
安
全
管
理
の
徹
底
。

▼ 

学
校
給
食
試
食
会
や
地
場
産
品
の
活

用
に
よ
る
、献
立
の
工
夫
・
改
善
。

▼ 

放
射
能
測
定
の
継
続
。

▼ 

地
産
地
消
に
対
す
る
助
成
の
継
続
。

▼ 

栄
養
教
諭
の
食
育
指
導
な
ど
に
よ
る

食
に
対
す
る
理
解
と
望
ま
し
い
食
習

慣
の
育
成
。

大好評のうたごえ公民館

食育を通し生活週間を改善さまざまなスポーツを通して健康で明るい生活を

ボランティアによる読み聞かせ活動
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務費は前年度比20.4%の増で、主にふ

るさと納税に対するお礼品などの経

費が増加したことによるものです。衛生費は

前年度比8.9％の減で、摩周厚生病院医療機器

の更新が終了したことによるものです。商工

費は前年度比74.6%の増で、エネルギー地産地

消事業化モデル支援事業や文化センター改修

事業によるものです。土木費は前年度比8.0％

の増で、公営住宅建替事業によるものです。公

債費は前年度比24.1%の増で、老人ホーム改築

に係る起債元金償還開始によるものです。

総

入の内訳では、町税や分担金および負担

金などの自主財源は18億1,547万円（構成

比23.2％、前年比0.7％増）、地方交付税や国・道支

出金、町債などの依存財源は60億2,153万円（構成

比76.8％、前年比0.7％減）となっています。

　町税などの自主財源が歳入総額に占める割合

が高いほど財政の自主性と安定性が確保されま

すが、本町においては国などへの依存財源の割合

が非常に高く、本町財政の安定性は国の考え方に

大きく左右されることになります。

歳

平成30年度弟子屈町予算が成立しました。
予算の概要や基金、町債の現状などをお知らせします。

平成30年度

弟子屈町　予算の概要

特別会計予算

一般会計予算

歳出

基金の（町の貯金）残高の推移

町債残高（一般会計） 町債残高（平成30年度特別会計）

一般会計予算

歳入

・予算に関するお問い合わせ先
役場まちづくり政策課財政係☎４８２‐２９１３（課直通）まで
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企業振興促進条例
①　企業振興促進制度
　町内における企業振興を促進するため、町内に事業場を新設、または増設する方に対し、助成や固定資産税の課税
免除を行う制度です。
　対象となるのは、工場や宿泊施設など18事業場です。
　また、新設・増設に加え、事業場の移転や、事業場を移転した上で業種を転換する場合も対象となります。

例）　飲食店を新設・増設・移転または他の業種から飲食店に転業する場合

飲食店 対象要件
投資額 新規雇用者 助成額

500万円以上 ２人以上新設 投資額の３％以内、上限200万円
150万円以上増設 投資額の３％以内、上限 30万円
 50万円以上移転または転業 投資額の３％以内、上限 20万円

（注） その他の業種の事業場については、町公式ウェブサイトをご覧いただくか、担当までお問い合わせください。
※投資額／事業場の建物および営業用設備の取得額。
※新規雇用者／事業者が新規に雇用する、本町に住民登録をしている方か、住民登録を予定している方。

②　新規雇用支援
　本町に住民登録をしている方か、住民登録をする予定の方を雇用する事業者に対し、その賃金の一部を１年間補助
します。

対象事業者
（次の全てに該当すること）

対象となる新規雇用者
（次の全てに該当すること）

利用回数
および人数

補助金額
（月額）

 弟子屈町に住所を有する方を積極
的、かつ継続的に雇用する意思が
ある事業者。
町が出資していない事業者。
町税などを滞納していない事業者。
 雇用保険に加入している、または
加入する事業者。
 過去１年間に事業主の事由による
退職者がいない事業者。

 雇用保険に加入し、1年を超え
て雇用される方。
 当該事業者（法人、その他の団体
では、その役員）の３親等以内の
親族でない方。

１事業所につき
１回、かつ新規
雇用者２人まで

１人かつ１カ月に
につき、支払った
月額賃金の10分の
３の額とし、３万
円を限度とする。

③　空き店舗の活用促進
　空き店舗を活用して事業を行う方に、賃借料や改築費を補助します。対象となる空き店舗は、賃貸借契約を締結す
る際に事業が行われていない店舗および事業用に使用していた家屋などで、次に該当する場合です。

申請者
（次の全てに該当すること）

賃貸借契約の相手方
（次の全てに該当しないこと）

新たに開業する方。
 空き店舗を活用して積極的、かつ継続
的に事業を営む意思のある方。
 町が出資していない法人やその他の
団体。
町税などを滞納していない方。
この補助を使用したことがない方。

▼補助対象者が個人の場合
補助対象者の３親等以内の親族。
補助対象者が役員の法人。
補助対象者の３親等以内の親族が役員の法人。

▼補助対象者が法人の場合
補助対象者の役員、または当該役員の３親等以内の親族。
補助対象者の同族会社。
補助対象者の同族会社の役員又は当該役員の３親等以内の親族。

　 ▼補助金の額　賃借料補助金
　　　　　　　　　補助期間／２年間
　　　　　　　　　補助金額／営業開始１年目　月額賃借料の３分の２以内で限度額５万円
　　　　　　　　　　　　　　営業開始２年目　月額賃借料の３分の１以内で限度額２万5,000円
　　　　　　　　改築費補助金
　　　　　　　　　補助対象費／空き店舗の営業に係る部分の改築・改装および営業用設備設置費用
　　　　　　　　　補助金額／改築費用の２分の１以内とし、上限額100万円

問い合わせ先／役場観光商工課商工振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

中小企業振興条例
④　融資
　本町の中小企業や協同組合などの経営の合理化と経済的地位の向上、事業運営の基礎となる金融の円滑化のため、
貸し付けを行っています。

　 ▼対象
　中小企業等協同組合法による協同組合。
　町内に独立した事業所や店舗を有して事業を行い、事業が北海道信用保証協会の保証対象業種の方。
　町税などを滞納していない方。

貸付金の
種類

貸付限度額
個人 法人

  600万円以内   600万円以内運転資金
1,500万円以内 1,500万円以内設備資金

※ 申し込み方法／金融機関・北海道信用保証協会の所定の借入申込書に必要書類を添付し、弟子屈町商工会に提出。町を経て金融機関に申し
込みます。
※償還方法／割賦償還か一時償還で、運転資金は６カ月以内、設備資金は12カ月以内の据え置き期間を置くことができます。

償還期間
個人 法人

５年以内 ５年以内
10年以内 10年以内

貸付金の用途

経営合理化に充てるもの
設備の近代化・合理化に充てるもの

安心して働くための「無期転換ルール」
　「無期転換ルール」とは、有期雇用契約が反復更新されて通算５年を超えたときは、労働者の申込みにより、期間の
定めのない労働契約（無期労働契約）に転換できるルールです。通算５年のカウントは平成25年４月１日以降に開始
した有期労働契約が対象です。

　無期転換ルールを避けることを目的として、無期転換申込権が発生する前に雇止めをすることは、労働契約法の

趣旨に照らして望ましいものではありません。また、有期契約の満了前に使用者が更新年限や更新回数の上限など

を一方的に設けたとしても、雇止めをすることは許されない場合がありますので、慎重な対応が必要です。

❏問い合わせ先／北海道労働雇用環境・均等部☎０１１‐７０９‐２７１５まで。

事業主の皆様・有期労働契約で働く皆さんへ

 

  
    

  

無期労働契約 

 ←

締
結 

 ←

更
新 

１年 

 ←

更
新 

１年  

 ←

更
新 

１年 

 ←

更
新 

１年 

 ←

更
新 

１年 

 ←

転
換 

１年 

 

申
込 

【平成25年4月開始で契約期間が１年の場合の例】 
H25.4 H26.4 H27.4 H28.4 H29.4 

5年 

H31.4 H30.4
無期転換 
申込権発生 

※無期労働契約の労働条件（職務、勤務地、賃金、労働時間など）は、別段の定めがない限り、直前の有期労働契約と同一となります。
　労働条件を変える場合は、別途、就業規則などの改定が必要です。

・対象となる方
　 　雇用されている方のうち、原則として契約期間に定めがある有期労働契約が通算５年を超える全ての方が対象
です。契約社員やパート、アルバイトなどの名称は問いません。

・無期転換の申込みは、書面で行うことをお勧めします
　 　無期転換申込権の発生後、働く方が会社に対して無期転換する旨を申し出た場合、無期労働契約が成立します
（会社は断ることができません）。この申込みは口頭でも法律上は有効ですが、のちのちのトラブルを防ぐため、書
面で行うことをお勧めします。
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えこまち通信

「道東・てしかがの冬を遊びつくそう！」を開催
エコツーリズム推進部会

　てしかがえこまち推進協議会エコツーリズム推進部会(藤原仁部会長)では、ダイヤモンドダストin ＫＡＷＡＹＵ 
～ 「道東・てしかがの冬を遊びつくそう！」と題して２月17日にイベントを実施しました。人財育成部会や食・文化部
会、チームくっしゃろと連携し、訪れた観光客をおもてなし
するために、子どもたちとのイグルー作りや地場産野菜を使
ったスープを販売しました。
　昼の部では地元の小学生や保育園児19人が大人と協力し
てイグルー作りを行いました。踏み固めた雪をスノーソーと
呼ばれるノコギリで切り出し、それを積み上げて、水分を含
んだ雪で接着。大小２つのイグルーを完成させ、イグルーの
中で、お昼ご飯を食べました。
　夜の部では雪の降る中、アカエゾマツの森でナイトスノー
シューハイクを行いました。外国人観光客の参加もあり、普
段歩けない夜の森の中の雰囲気を楽しみました。また、川湯
エコミュージアムセンター館内では、地元のガイドによるス
ライドショーやチームくっしゃろによるアイヌ文化体験な
どが行われ、参加者それぞれが思い出となる体験をしました。

問い合わせ先
てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２‐２９４０（課直通）

地元の小学生らによるイグルー作り

外国人観光客受け入れ対策の経費の一部を補助
　町では、訪日外国人観光客受け入れ体制の充実を図るため、町内事業者の方が行う外国人観光客受け入れ対策
に係る経費の一部を補助しています。受け入れ対策をお考えの方は、ぜひご相談ください。

　 ▼補助対象経費
　　訪日外国人観光客誘致に必要な、次に掲げる経費
　　①外国語（英語・韓国語・中国語）表記による施設のパンフレット類・ホームページ作成に要する経費
　　②外国語表記による施設内の情報案内板などの整備に要する経費
　　③生活習慣の相違に対応するために必要な資材の整備に要する経費
　　④外国人観光客誘致の促進に要する経費

　 ▼補助の種類と補助率
　　 直接補助で補助対象経費の２分の１以内で（上限10万円）

　 ▼補助対象者
　　 町内に事業所を有する法人、町内に住所を有する個人事業主のうち、町税を滞納していない観光関連事業 
　　 者で、平成29年度において、本補助金を利用していない事業者
　　 ※平成31年３月29日㈮までに補助対象事業の完了と実績報告ができることが必要です。

　 ▼受付期間
　　４月２日㈪から随時受け付けします。先着順で、予算がなくなり次第、受け付けを終了します。

　 ▼応募方法
　　 補助金等交付申請書と事業執行に係る契約内容、事業内容の分かる書類などが必要になります。詳しくは
　 お問い合わせください。

問い合わせ先／役場観光商工課商工振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

弟子屈町インバウンド推進事業対策補助金
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図
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協力隊通信

特別号

地域おこし協力隊facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshikyouryokutai

日々の活動
発信中！

ワ
イ
ン
の
ま
ち
弟
子
屈
を
目
標
に

ワ
イ
ナ
リ
ー
開
設
の
準
備
へ

南弟子屈
地域づくり活動支援員

炭田　晃希

平成27年６月～
平成30年３月

弟子屈町産

ブドウ・ブドウ酒等

開発活動支援員

髙木　浩史

平成27年９月～
平成30年３月

　

２
年
余
り
、役
場
の
観
光
商
工
課
で
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
観
光
立
国
」「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
」「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」と
日
本

中
で
騒
が
れ
て
い
ま
す
が
、
一
番
大
切
な
の

は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
踊
ら
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
地
元
弟
子
屈
の
将
来
を
ど
う
し
た
い
の

か
？
を
住
民
が
自
発
的
に
考
え
、力
を
合
わ
せ

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
「
弟
子
屈

に
世
界
中
の
旅
行
者
が
集
ま
り
、住
民
と
旅
行

者
が
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う

に
し
た
い
」と
い
う
夢
に
向
か
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
こ
の
地
で
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

右
も
左
も
分
か
ら
な
か
っ
た
私
を
温
か
く

受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
（
と
信
じ
て
い
る
）
職

場
の
仲
間
、
近
所
の
方
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
出
会
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

暮
ら
す
人
も
訪
れ
る
人
も
楽
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い

観光振興活動支援員

小林　由紀子

平成27年10月～
平成30年３月

　

平
成
27
年
の
10
月
に
弟
子
屈
に
来
て
か
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
の
２
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。学

生
時
代
に
バ
イ
ク
で
訪
れ
た
こ
の
町
に
現
在

暮
ら
し
て
い
る
の
は
、今
で
も
不
思
議
な
気
持

ち
で
す
。

　

任
期
中
は「
宿
」を「
鹿
撃
ち
」を
や
り
た
い
。

で
も
何
に
も
わ
か
ら
な
い
中
、み
ん
な
が
何
の

文
句
も
言
わ
ず
力
を
貸
し
て
く
れ
て
、宿
の
開

業
と
猟
師
に
な
る
と
い
う
当
初
の
目
標
を
一

年
足
ら
ず
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
南
弟
子
屈
の
皆
さ
ん
は
仕
事
以
外
で

も
た
く
さ
ん
の
遊
び
に
誘
っ
て
も
ら
い
、愛
知

県
に
住
ん
で
い
た
ら
一
生
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
な
体
験
の
連
続
で
し
た
。

　

私
は
引
き
続
き
南
弟
子
屈
に
住
ん
で
、外
か

ら
来
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の
人
に
弟
子
屈
を

紹
介
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

宿
の
提
供
や
狩
猟
免
許
の
取
得

こ
れ
か
ら
も
弟
子
屈
の
た
め
に

南弟子屈
地域づくり活動支援員

鈴木　禎洋

平成27年10月～
平成30年３月

弟
子
屈
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
へ

　

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
着
任
し
て
か
ら
、

は
じ
め
て
の
任
期
終
了
を
迎
え
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
に
は
、
活
動
報
告
会
も
行
わ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
対
し
、
皆
さ

ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

報
告
会
の
様
子
は
、５
月
号
に
掲
載
予
定
で

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、ワ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
あ
た
っ
て
は
飲
食
店
の
皆
さ
ん
の
協

力
の
も
と
、町
民
の
方
が
多
く
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
支
え
と
な
っ
た
の
は
確
か
で

す
。弟
子
屈
町
の
ワ
イ
ン
造
り
は
ま
だ
ま
だ
道

半
ば
で
あ
り
ま
す
が
、今
後
も
町
内
に
残
っ
て

個
人
で
ワ
イ
ナ
リ
ー
開
設
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、引
き
続
き
温
か
い
目

で
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第第4343回児童生徒回児童生徒
読書感想文コンクール読書感想文コンクール

　児童生徒読書感想文コンクールに、多くの優秀な作品が寄せ
られました。
　先月に引き続き、最優秀作品を紹介します。

■
小
学
校
５
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

大
切
な
人
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
毎
日

　

弟
子
屈
小
学
校　

佐
々
木 

心
優 

さ
ん

　

私
は
昔
の
事
に
と

て
も
興
味
が
あ
り
、

特
に
戦
争
に
つ
い
て

は
そ
の
時
代
を
も
ち

ろ
ん
知
ら
な
い
の
で

ど
ん
な
事
が
起
き
て
い
た
の
か
、ど
ん
な
生
活

を
し
て
い
た
の
か
を
知
り
た
く
て
日
頃
か
ら

よ
く
本
を
読
ん
で
い
ま
す
。こ
の
本
も
図
書
館

で
す
ぐ
目
に
止
ま
り
読
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
、ア
メ
リ
カ
が
広
島

に
原
爆
を
投
下
し
ま
し
た
。こ
の
本
に
登
場
す

る
人
達
は
み
ん
な
広
島
の
原
爆
で
大
切
な
人

を
失
っ
て
し
ま
う
人
達
で
す
。

　

広
島
で
は
８
月
に
な
る
と
灯と

う

籠ろ
う

流
し
が
行

わ
れ
ま
す
。戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
へ
の
慰い

霊れ
い

で
名
前
を
書
い
た
灯
籠
を
流
し
ま
す
。

　

主
人
公
の
希
末
の
母
も
毎
年
二
つ
の
灯
籠

を
流
し
て
い
ま
し
た
。だ
け
ど
一
つ
に
は
名
前

が
書
い
て
い
な
い
の
を
希
末
は
い
つ
も
不
思

議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
は
、一
つ
は
父
と
母
が
結
婚
す
る
前
の
奥

さ
ん
。き
の
こ
雲
の
下
で
亡
く
な
っ
た
方
の
で

し
た
。名
前
の
な
い
も
う
一
つ
は
父
と
結
婚
す

る
前
、
母
の
大
切
な
人
の
方
の
だ
っ
た
の
で

す
。そ
の
人
も
こ
の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
の
で

す
。

　

爆
弾
で
き
の
こ
雲
の
下
に
い
た
七
万
人
も

の
人
達
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。で
も
、
爆
弾

だ
け
で
は
な
く
、目
に
見
え
な
い
放
射
線
で
命

が
奪
わ
れ
る
人
も
い
て
、今
も
そ
の
苦
し
み
と

闘
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

爆
心
地
で
は
地
表
温
度
が
四
千
度
で
血
は

煮
え
、肉
が
溶
け
て
人
は
消
え
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。そ
ん
な
事
が
本
当
に
あ
る
の
か
と
ど
れ

だ
け
考
え
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
お
そ
ろ

し
い
で
す
。

　

あ
る
時
、
学
校
の
先
生
の
澄
子
さ
ん
が
、
焼

け
跡
で
一
人
の
生
徒
を
背
負
い
五
人
を
抱
き

か
か
え
た
姿
の
骨
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。私
だ

っ
た
ら
と
思
う
と
、
そ
ん
な
勇
気
は
な
い
し
、

す
ご
い
人
だ
っ
た
の
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

も
し
自
分
の
大
切
な
家
族
が
き
の
こ
雲
の

下
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、一
人
ぼ
っ
ち
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ら
と
考
え
る
と
、爆
弾
を
落
と

し
た
敵
を
心
の
底
か
ら
う
ら
む
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。そ
し
て
、
ど
こ
か
で
生
き
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
と
探
し
回
っ
た
り
、受
け
止
め
ら
れ

ず
生
き
る
気
力
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

私
が
生
き
て
い
る
今
は
、戦
争
は
あ
り
ま
せ

ん
。毎
日
大
切
な
家
族
と
当
た
り
前
の
様
に
ご

は
ん
が
食
べ
ら
れ
て
笑
い
合
え
て
学
校
で
勉

強
し
た
り
、
友
達
と
遊
べ
た
り
し
て
い
ま
す
。

戦
争
で
た
く
さ
ん
の
人
の
命
を
奪
い
、戦
争
が

終
わ
っ
て
も
残
さ
れ
た
人
の
心
を
傷
つ
け
た

の
で
、戦
争
は
絶
対
に
起
こ
ら
な
い
で
ほ
し
い

で
す
。

　

私
は
、戦
争
が
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

時
代
に
生
き
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
大
切
な

人
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
毎
日
を
大
事
に
し
て

後
悔
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

本
の
タ
イ
ト
ル
「
光
の
写
し
絵
」
と
は
絵
の
意

味
も
あ
る
け
ど
、大
切
な
姿
を
え
が
い
た
り
写

し
た
り
し
た
も
の
の
こ
と
で
す
。私
は
大
切
な

人
達
の
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
す
。こ
れ
か

ら
も
描
き
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。大

切
な
人
を
心
に
い
つ
も
写
し
て
い
き
た
い
の

で
す
。

そ
し
て
、本
に
あ
っ
た

『
生
か
さ
れ
た
な
ら
、生
き
ん
と
い
け
ん
。ど
ん

と
に（
ど
ん
な
に
）つ
ろ
う
て
も
、お
迎
え
が
来

る
ま
で
は
生
き
ん
と
い
け
ん
の
じ
ゃ
』

と
い
う
言
葉
を
胸
に
き
ざ
ん
で
…
。

　

 

書
名

　

『
光
の
う
つ
し
え

　
　
　
　

廣
島　

ヒ
ロ
シ
マ　

広
島
』

朽
木　

祥　

作

（
寸
評
）

　

こ
の
本
か
ら
戦
争
の
凄
惨
さ
を
感
じ
、戦
争
に
つ

い
て
訴
え
か
け
る
感
想
文
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か

し
、
凄
惨
さ
を
訴
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
生

活
を
振
り
返
り
、
前
向
き
な
未
来
に
向
か
っ
て
の

「
想
い
」
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
き
っ
か
け
↓
あ
ら

す
じ
↓
感
想
↓
ま
と
め
」と
文
章
の
構
成
も
す
っ
き

り
し
て
お
り
、非
常
に
素
晴
ら
し
い
作
品
に
な
っ
て

い
ま
す
。

■
小
学
校
６
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

自
由
に
つ
い
て

　
　

 

川
湯
小
学
校　

島
津　

佳
歩 

さ
ん

　

私
が
、
最
初
に
こ

の
本
を
見
た
時
に
、

表
紙
の
少
年
の
絵
の

横
に
小
さ
く
、「w

e 
love freedom

」
と

書
か
れ
て
い
た
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。そ
の
意

味
が
気
に
な
り
調
べ
て
み
る
と
、「
私
た
ち
は
、

自
由
を
愛
す
る
」
で
し
た
。こ
の
本
を
一
度
読

み
、
再
度
表
紙
の
言
葉
を
見
る
と
、
そ
の
意
味

に
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
本
に
は
、
選
挙
で
勝
利
し
た〈
健
全
健

康
党
〉が
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、砂
糖
お
よ
び
添
加

物
禁
止
法
を
発
令
し
ま
す
。こ
の
法
律
は
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
や
砂
糖
な
ど
を
全
面
的
に
禁
止

す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。こ
の
法
律
を
破
る

と
、
牢
獄
に
入
れ
ら
れ
、「
再
教
育
」を
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
法
律
を
改
正
さ
せ
る

た
め
に
主
人
公
の
少
年
た
ち
は
立
ち
上
が
り

ま
す
。最
後
に
は
、
地
下
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
バ

ー
を
作
っ
た
り
、
革
命
を
起
こ
し
た
り
し
て
、

社
会
を
変
え
て
い
く
と
い
う
内
容
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

私
は
、こ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
法
律
を
最

初
に
読
ん
だ
と
き
に
、
も
し
、
こ
の
世
界
に
自

分
が
い
た
ら
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
ま

し
た
。私
は
、
お
そ
ら
く
、
法
律
な
の
で〈
健
全

健
康
党
〉に
本
当
は
い
や
で
も
従
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
す
か
ら
、主
人
公
た
ち
の
自
分
が
正
し
い

と
思
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
く
自
由
な
姿
が
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
も
う
１
つ
。こ
の
本
を
読
ん
で
考

え
た
こ
と
は
、選
択
の
自
由
で
す
。こ
の
本
で
、

大
人
た
ち
は
、〈
健
全
健
康
党
〉を
選
ぶ
か
選
ば

な
い
か
の
選
択
の
自
由
が
あ
り
ま
し
た
。で
す

が
、多
く
の
大
人
が
、「
自
分
の
一
票
で
は
何
も

変
わ
ら
な
い
」と
選
挙
に
行
か
ず
、
選
択
の
自

由
を
捨
て
ま
し
た
。政
治
に
無
関
心
な
人
々
が

増
え
た
の
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
こ
と
を
、
不
思
議
に
感
じ
ま
し

た
。な
ぜ
な
ら
、私
だ
っ
た
ら
、自
分
が
住
ん
で

い
る
国
が
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
ど
の
よ

う
な
人
が
政
治
を
す
る
か
知
り
た
く
な
る
か

ら
で
す
。

　

し
か
し
、こ
う
し
た
選
択
の
自
由
を
捨
て
る

と
い
う
こ
と
は
、
実
際
に
、
私
た
ち
の
身
の
回

り
で
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。私
は
、
選
択
の
自

由
を
行
使
す
る
た
め
に
も
18
歳
に
な
っ
た
ら
、

必
ず
選
挙
に
行
き
、選
択
の
自
由
を
行
使
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
本
を
読
み
終
え
た
時
に
、
私
は
、
表
紙

に
「B

O
O
T
LEG

」
と
書
か
れ
て
あ
る
の
を
見

つ
け
ま
し
た
。こ
れ
は
、こ
の
本
の
原
題
で
、密

売
・
密
造
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

主
人
公
た
ち
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。地
下

に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
バ
ー
を
立
て
、チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
作
る
こ
と
は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。私
は
、今
ま
で
、主
人
公
た
ち
の
目
線

で
し
か
考
え
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、〈
健
全
健

康
党
〉側
か
ら
見
る
と
、
こ
ん
な
に
も
主
人
公

た
ち
の
自
由
は
悪
い
こ
と
に
な
る
の
か
と
、と

て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
よ
く
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
日
常
生
活
の
中
に
も
よ
く
あ
る
こ
と
に

気
が
付
き
ま
し
た
。例
え
ば
、
喧
嘩
が
起
き
て

し
ま
っ
た
時
、自
分
は
相
手
が
悪
い
と
思
っ
て

い
て
も
、
相
手
は
、
私
が
悪
い
と
思
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。他
に
も
、
人
の
こ
と
を
良

く
言
っ
た
り
、悪
く
言
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。立
場
を
変
え
て
み
る
こ
と
で
、

同
じ
も
の
で
も
違
う
見
え
方
に
な
り
ま
す
。こ

れ
か
ら
生
活
し
て
い
く
中
で
も
、気
を
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、こ
の
本
に
は
、「
私
た
ち
は
自
由
を

愛
す
る
」と
い
う
テ
ー
マ
が
根
底
に
あ
り
、
そ

れ
を
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
物
語
に
包
ん
で
表
現

し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。で
す
が
、
そ
の
自

由
と
は
、立
場
に
よ
り
正
義
の
解
釈
が
変
わ
る

な
ど
、何
を
も
っ
て
自
由
と
す
る
の
か
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
話
で
し
た
。

　

こ
の
本
を
読
み
、
私
は
、
自
分
の
自
由
を
も

ち
な
が
ら
も
、相
手
や
周
り
の
人
の
こ
と
も
考

え
て
行
動
す
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

 

書
名

　
　

『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
』

ア
レ
ッ
ク
ス　

シ
ハ
ラ
ー　

著

（
寸
評
）

　

千
五
百
文
字
ほ
ど
の
感
想
文
を
読
む
だ
け
で
、こ

の
本
が
ど
の
よ
う
な
話
な
の
か
が
わ
か
る
く
ら
い
、

す
っ
き
り
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
作
品
で
し
た
。読

書
を
し
な
が
ら
本
の
中
に
自
分
を
投
影
し
、「
自
分

な
ら
・
・
・
」「
自
分
の
生
活
な
ら
・
・
・
」と
本
の
世
界

に
入
り
つ
つ
も
自
身
の
生
活
へ
の
振
り
返
り
が
で

き
て
い
る
点
も
素
晴
ら
し
い
感
想
文
で
す
。作
品
へ

の
愛
情
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
感
想
文
で

し
た
。

そ
の
ほ
か
の
最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
も
、来
月

以
降
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

※ 

児
童
の
学
年
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
平
成

29
年
度
当
時
の
も
の
で
す
。
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　３月１日の弟子屈高校を皮切りに

町内小・中学校で卒業式、幼稚園・保育園で卒園式が行われました

　今年の卒園児・卒業生は

幼稚園・保育園が47人、小学校56人、中学校62人、高校46人です

　たくさんの保護者などが見守る中、式を終えた卒業生は

希望を胸に思い出いっぱいの校舎を後にしました

※おひさま保育園、川湯保育園は編集スケジュール上、掲載できないことをご了承ください。

今日まさに

巣立ちの時

21　広報てしかが 2018.4 広報てしかが 2018.4　20

卒業生のすばらしい歌声（3/15　弟子屈中学校）お父さん、お母さんに一言。あれれ忘れちゃったかな？（3/18　摩周丘幼稚園）

卒業証書を受け取り校長先生と固い握手を交わす（3/19　川湯小学校）

在校生からのよびかけ（3/20　弟子屈小学校）

校長先生から一人一人に卒業証書が（3/1　弟子屈高校）

卒業生３人で見事な合唱を披露（3/23　和琴小学校）

少し緊張ぎみに卒業証書を受け取りに（3/23　奥春別小学校）

在校生へお別れの言葉（3/23　美留和小学校） 全校生徒で最後の合唱（3/15　川湯中学校）

卒業証書を皆さんへ披露（3/19　川湯小学校） 卒業生代表が答辞（3/15  弟子屈中学校） 元気よく歌う卒園児たち（3/18　摩周丘幼稚園）
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４
月
か
ら
は
じ
ま
る
新
し
い
事
業
で
、

認
知
症
の
心
配
が
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族

を
、
専
門
職
の
チ
ー
ム
員
が
２
人
一
組
で

訪
問
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
相
談
し
、

概
ね
３
〜
６
カ
月
間
を
目
途
に
、
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
（
医
療
や
介
護
）
に
つ
な
が
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と

は
？

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
主
事
、
介
護
福
祉
士
な

ど
と
医
師
（
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
）
が
チ
ー

ム
員
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

認
知
症
の
方
、
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
や
、

ご
家
族
を
訪
問
し
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

医
師
の
助
言
の
も
と
、
ご
本
人
や
ご
家

族
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
病
院
受
診
や
サ

ー
ビ
ス
利
用
、
ご
家
族
や
介
護
負
担
軽
減

な
ど
の
支
援
な
ど
を
集
中
的
に
行
い
ま

す
。

対
象
と
な
る
方
は
？

　

40
歳
以
上
で
自
宅
で
生
活
し
て
お
り
、

認
知
症
の
症
状
な
ど
で
お
困
り
の
方
と
そ

の
ご
家
族
で
す
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　
　

「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」

　
　

「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」

佐
さ

藤
とう

　鈴
すず

音
ね

 ちゃん 松
まつ

山
やま

　結
ゆい

人
と

 ちゃん 吉
よし

田
だ

　柊
し

音
おん

 ちゃん熊
くま

谷
がい

 あかり ちゃん

こ
ん
な
お
悩
み
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・ 

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

が
、
う
ま
く
つ
な
が
ら
な
い
。ど
う
し
て

い
い
か
わ
か
ら
な
い
。

・ 

認
知
症
に
よ
る
症
状
が
強
く
、
介
護
や
対

応
に
困
っ
て
い
る
。

・ 

認
知
症
の
検
査
を
受
け
た
い
が
、
受
診
に

つ
な
が
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
悩
み
が
あ
る
時
は
、
ま
ず

は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
係
☎
４
８
２
‐
２
９
２
１（
課
直

通
）ま
で
。

中学１年生～高校１年生の女の子とその保護者の方へ
　平成25年６月、厚生労働省から子宮頸（けい）がん予防ワクチンを積極的に勧めないという通達がありました。

　通達に基づき、町も積極的に勧奨は行っていませんが、接種に対する助成事業は継続することとなっています

ので、お知らせします。接種を希望される方は、ご連絡ください。

子宮頸がんワクチンに関するお知らせ

問い合わせ先／役場健康こども課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

高齢者肺炎球菌予防接種に助成します
　町では、高齢者肺炎球菌予防接種に助成を行っています。
　今年度、助成の対象となるのは、平成31年３月31日までに「65歳」「70歳」「75歳」「80歳」「85歳」「90歳」「95歳」「100歳」に
なる方です。誕生日を迎えていなくても、下の表の誕生日の方であれば助成が受けられます。予防接種を希望される
方は、ぜひ、この機会に接種しましょう。今年度対象の方は、今後助成の対象になりませんので、ご注意ください。

▼助成対象者

対象年齢（年度年齢） 生年月日など

60～64歳

1954（昭和29）年４月２日～1959（昭和34）年４月１日に生まれた方で、

心臓や腎臓、呼吸器疾患により日常生活が極度に制限されるほどの障

がいがある方。または、免疫機能に障がいがあり、厚生労働省令に定め

られている方。

65歳 1953（昭和28）年４月２日～1954（昭和29）年４月１日に生まれた方

70歳 1948（昭和23）年４月２日～1949（昭和24）年４月１日に生まれた方

75歳 1943（昭和18）年４月２日～1944（昭和19）年４月１日に生まれた方

80歳 1938（昭和13）年４月２日～1939（昭和14）年４月１日に生まれた方

85歳 1933（昭和８）年４月２日～1934（昭和９）年４月１日に生まれた方

90歳 1928（昭和３）年４月２日～1929（昭和４）年４月１日に生まれた方

95歳 1923（大正12）年４月２日～1924（大正13）年４月１日に生まれた方

100歳 1918（大正７）年４月２日～1919（大正８）年４月１日に生まれた方

▼助成回数／生涯１回のみ助成（※過去に１回でも自費で接種している方は、対象になりません）

▼実施医療機関／摩周厚生病院・布施医院・弟子屈クリニック・美里クリニック・川湯の森病院

▼  予防接種の受け方／役場に助成の申し込みをした上で、各医療機関に予防接種の予約をしてください。予防接種の
際は、町民であることと年齢の確認ができるよう、保険証などを提示してください。

▼申し込み締め切り／平成31年３月15日㈮

問い合わせ先／役場健康こども課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

職員人事異動
【退職】　（平成30年３月31日発令） ▼山本節子（会計管理者） ▼沢木政信（摩周観光文化センター館長） ▼片岡淳（川湯支所次長）　

▼石田好信（出納室長補佐） ▼松岡厚子（福祉こども課保育園長）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼佐々木誠（農林課林務係長）　 ▼加賀谷玉美（福祉こども課子育て推進係長）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼東出悦子（老人ホーム倖和園養護生活係）　 ▼岡本雅史（税務課納税係）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼鏡真吾（総務課防災情報係） ▼池田侑平（農林課農政係）

ふるさと情報メールマガジンに登録しませんか
　町では、ふるさとの情報を多くの方へ直接届けることを目的にメールマガジンの配信を

行っています。

　「町の行政情報」「イベント」「子育て」「移住」「ふるさと納税」に関することなど、たくさんの

「ふるさと情報」を直接メールでお届けします！

　メールマガジンの配信を希望される方は、町公式ウェブサイトか、右の二次元コードから

ご登録ください。たくさんの登録をお待ちしています。

▼町公式ウェブサイト／http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/99site/mailmagazine.html

❏問い合わせ先／役場まちづくり政策課広報統計係☎４８２‐２９１３（課直通）☎４８２‐２６９６
　　　　　　　　メール kikaku@town.teshikaga.hokkaido.jp

2,000円

1,000円

自己負担
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学校で習った実験

からマニアックな

実験までさまざま

な化学実験をマン

ガやイラストで紹

介。昔、理科が苦手

だった方も、今勉

強している中学・

高校生も楽しく化

学を学べます。

「 
Ａ
Ｉ 

vs. 

教
科
書
が
読
め
な
い
子
ど
も
た
ち
」

新
井　

紀
子
／
著

「 

誰
も
書
か
な
か
っ
た
日
本
史「
そ
の
後
」の
謎

大
全
」

雑
学
総
研
／
著

「
米
中
海
戦
は
も
う
始
ま
っ
て
い
る
」

マ
イ
ケ
ル
・
フ
ァ
ベ
イ
／
著

「 

死
体
は
嘘
を
つ
か
な
い
」

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
デ
ィ
・
マ
イ
オ
ほ
か
／
著

「 

き
ち
ん
と
知
り
た
い
！
飛
行
機
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
基
礎
知
識
」

東
野　

和
幸
／
編
著

「 

い
っ
さ
い
は
ん
」

m
inchi

／
作
・
絵

「  

仕
立
て
て
楽
し
む
つ
る
植
物
」

土
橋　

豊
ほ
か
／
著

「 

向
か
い
風
が
い
ち
ば
ん
い
い
」

葛
西　

紀
明
／
著

「
刑
事
の
怒
り
」

薬
丸　
　

岳
／
著

「 

数
え
方
の
え
ほ
ん
」

髙
野　

紀
子
／
作

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

お
す
す
め
の
新
刊

うえたに夫婦／著

☆ 

図
書
館
バ
ス
の
停
車
場
所
変

更
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
木
曜
日
に
町
内
を
巡
回
し
て
い
る
図

書
館
バ
ス
の
停
車
場
所
の
一
部
休
止
と
停
車

時
間
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
下
記
の
運
行
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。運
行
表
は
図
書
館
窓
口
・
図
書
館
バ
ス
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

☆ 

図
書
整
理
休
館
の
お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
毎
月
第
４
金
曜
日
を
図
書
整
理

休
館
日
と
し
ま
す
。（
第
４
金
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
、
前
日
の
第
４
木
曜
日
が
休
館
と
な

り
ま
す
）ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

休
館
中
、
図
書
の
返
却
は
図
書
館
玄
関
横

の
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽ 

今
月
の
休
館
日
／
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
16

日
㈪
・
23
日
㈪
・
27
日
㈮（
図
書
整
理
日
）・

29
日
㈰（
昭
和
の
日
）・
30
日
㈪

ビーカーくんのゆかいな化学実験ビーカーくんのゆかいな化学実験

移動図書館（図書館バス）

摩周丘幼稚園  9:00～10:00
停車場所 停車時間

美留和小学校 10:20～10:50
川湯保育園 11:10～11:30
川湯小学校 12:30～13:00
川湯支所 13:10～13:30
奥春別小学校 14:25～14:55

みはらし台こども館 15:30～16:00

Ａコース  運行日／４月５日㈭・19日㈭
　　　　　　　　　５月10日㈭・24日㈭

　  Ｂコース　運行日／４月12日㈭・26日㈭
　　　　　　　　　　  ５月17日㈭・31日㈭

☆
特
集
展
示

　

「
弟
子
屈
町
ゆ
か
り
の
本
」

　

弟
子
屈
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
が

書
い
た
作
品
や
、弟
子
屈
町
が
舞
台
と

な
っ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。弟
子
屈

町
在
住
の
西
川
栄
明
さ
ん
や
ア
ト
イ

さ
ん
の
本
、
川
湯
温
泉
が
舞
台
の『
は

る
か
摩
周
』な
ど
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
、今
ま
で

気
付
か
な
か
っ
た
弟
子
屈
の
魅
力
を

発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

展
示
期
間
／
４
月
１
日
㈰
か
ら
４

月
28
日
㈯

▼ 

展
示
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

▽
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

　

 

12
日
・
26
日（
木
曜
日（
不
定
期
月
２

回
））

▽
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　

６
日
・
20
日（
第
１
・
第
３
金
曜
日
）

☆７日／『どうぶつのおかあさん』
　　　　『このにおい なんのにおい』『おにぎりのひみつ』
☆14日／『よくきたね』『おばけがぞろぞろ』
　　　　『こんやはてまきずし』
☆21日／『リュックちゃんです。』『たまごのあかちゃん』
　　　　『こねこのチョコレート』
☆28日／『あっちみてこっちみて』『いちばーんのり』
　　　　『ものすごくおおきなプリンのうえで』

テーマ 『おいしい食べ物』

時間／午後１時～　　場所／町図書館
おはなしはらっぱ／毎週土曜日

おはなしはらっぱ お知らせ

停車場所 停車時間
摩周丘幼稚園  9:00～10:00
弟子屈小学校 10:10～10:40
和琴小学校 12:40～13:00
屈斜路コタン 13:10～13:25
川湯支所 13:45～14:05

わんぱくクラブ・川湯農村センター 14:10～14:30
14:40～15:00川湯温泉駅前
15:30～16:00すずらんこども館

地球温暖化防止のため町有施設での取り組み
　町では、地球温暖化防止のため、
「弟子屈町温暖化防止実行計画」を策
定し、町の事務事業における二酸化
炭素排出量の削減目標などを定めて
おり、2013年（平成25年度）を基準年
とした、2030年度の目標を国と同等
の40％削減としています。今回は弟
子屈町温暖化防止計画による主要な
４施設および全事務事業の二酸化炭
素排出量と、目標を達成するための
役場の取り組みを紹介します。

・ 業務や接客などに支障のない限り、休憩時間は消灯を徹
底する。
・ 時間外勤務および休日勤務時の照明は必要最小限とする。
・勤務時間終了後は、廊下照明の消灯を徹底する。
・ノー残業デー（毎週水曜日）を徹底する。
・ クールビズを推奨する。

施設名
2013年度

役場庁舎 176.4 ｔ

デイサービス 90.0 ｔ （+ 8.2%)

摩周観光文化センター 524.9 ｔ (-0.9%)

職員の行動（日々の取り組み）

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

町営プール 227.7 ｔ （+ 1.7%)

2016 年度（比較）

161.7 ｔ

97.4 ｔ

520.4 ｔ

231.7 ｔ

二酸化炭素排出量

・ 冷房（エアコン）の使用を控える。
・ タイヤ空気圧目視のほか、乗車前の仕業点検を徹底する。
・ 共用自転車の導入と利用を推進し、近隣地への移動は
原則として徒歩または自転車とする。

※ 各エネルギー使用量に対する二酸化炭素排出量は次のとおり計算しています。
・ガソリン：2.32㎏-CO2/Ｌ　・灯油：2.49㎏-CO2/Ｌ　・軽油：2.62㎏-CO2/Ｌ　・ＬＰ
ガス：6.22㎏-CO2/㎥・重油：2.71㎏-CO2/Ｌ　・電気：0.678㎏-CO2/kwh

職員の行動（公用車の運転）

(-8.3%)

2030 年度目標値

すべての施設合計
3,158 ｔ

全事務事業合計 5,245.7 ｔ （-20.1%)4,146.6 ｔ

ごみの仕分け方・出し方Ｑ＆Ａ

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

エコの
すすめ

▼ COOL CHOICE（クールチョイス）とは
　 地球温暖化を防止するため、省エ

ネ･低炭素型の｢製品｣「サービス｣｢行

動｣などを選ぶ『か
・
し
・
こ
・
い
・
選択』をし

ていこうという国民運動です。

Ｑ１． 靴やかばんに付いている金具は取り外さないとだ
めですか？

Ａ１． 金具は取り外さなくても構いませんので、そのま
ま「燃やせるごみ」で出してください。焼却された
後、残った金具は鉄としてリサイクルされます。

Ｑ２． 汚れがこびり付いて落ちないプラスチック製の食
品容器は洗剤で洗わないとだめですか？

Ａ２． 汚れを落とすのが難しいものは「燃やせるごみ」で
出して問題ありません。

Ｑ３． 商品の内袋のようなプラマークがないプラスチッ
クはどのようにして出せばいいですか？

Ａ３． プラマークがなくてもプラスチック製であること
がわかれば「資源ごみ」で出してください。わから
ない場合は、「燃やせるごみ」で出してください。

Ｑ４． 紙製のヨーグルトやアイスクリームなどの容器は
資源ごみで出せますか？

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

※旧昭栄小学校への運行は休止します。

※川湯小学校と川湯支所の停車時間を変更します。

。

主要４施設および全施設の二酸化炭素排出量

Ａ４． 防水加工している紙製の容器はリサイクルできま
せんので、「燃やせるごみ」で出してください。

Ｑ５.  使いすてライターはどのように出せばいいですか？
Ａ５． ガスやオイルを空にして「燃やせないごみ」で出し

てください。
Ｑ６． スコップなどの長いものはごみ袋から少しはみ出

していても収集してもらえますか？
Ａ６． ごみ袋からはみ出したものは収集できませんが、切

断して、ごみ袋に収まっていれば収集を行います。
切断できない場合は「粗大ごみ」となりますので、ご
連絡ください。

ごみの詳しい分け方・出し方については、「ごみの分
け方・出し方辞典たつじん」をご覧いただくか、役場
環境生活課にお問い合わせください。

・消灯などの取り組みにより、ご不便やご迷惑をお掛けすることもありますが、ご理解、ご協力をお願いします。
・ご家庭や職場でも、できる範囲の節電や、省エネルギーへの協力をお願いします。
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平成30年度採用の自衛官などを募集します
募集種目 募集人員

幹部候補生

大学卒業程度
【参考】29年度

陸　約145人（うち女子 約25人）
海　約100人（うち女子 約20人）

空　約 40人

応募資格 受付期間 試験日 合格発表日 入隊・入校 待遇・その他

一般
大学院卒業

【参考】29年度
陸　約25人
海　約５人
空　約10人

22歳以上26歳未満の方
（ 20歳以上22歳未満は大学卒業（見
込み含む）、修士課程修了者など
（見込み含む）は28歳未満）

修士課程修了者など（見込み含む）で、
20歳以上28歳未満の方

５月１日㈫まで

【参考】29年度
陸　約10人
海　約10人
空　約５人

専門の大学卒業（見込み含む）で20歳
以上30歳未満の方
（薬剤科は20歳以上28歳未満の方）

歯科
薬剤科

１次　５月12日㈯・13日㈰

２次　６月12日㈫～15日㈮

海・空飛行要員のみ
３次
（海）７月９日㈪～13日㈮
（空）７月14日㈯～８月２日㈭

１次　５月12日㈯
２次　６月12日㈫～15日㈮

１次　６月１日㈮

海・空飛行要員のみ
２次
（海）７月２日㈪
（空）７月６日㈮

最終
（陸・海）８月３日㈮
（空）　 ８月31日㈮

１次　６月１日㈮
最終　８月３日㈮

平成31年３月下旬
～４月上旬

入隊後、約１年で３
等陸・海・空尉
（ 大学院卒業者試験
合格者は２等陸・海・
空尉）

歯科は入隊後約６週
間で２等陸・海・空尉
薬剤科は入隊後約１
年で２等陸・海・空尉

【参考】29年度
陸・海・空　若干人

医師・歯科医師の免許を取得した方医科・歯科幹部
①５月11日㈮
②11月22日㈭

①７月27日㈮
② 平成31年２月１日㈮

２等陸・海・空尉で採
用（経験年数などによ
り異なる）

① ４月20日㈮まで
② 10月１日㈪
　　　～31日㈬

①10月上旬～中旬
② 平成31年３月下旬
～４月上旬

【参考】29年度
海　若干人
空　若干人

大卒以上の方で、応募資格に定め
られた学部・専攻学科などを卒業
後、２年以上の業務経験のある方

技術海上・技術航空幹部 ６月25日㈪

８月３日㈮

３等海・空尉以上で
採用（経験年数などに
より異なる）４月20日㈮

～
５月25日㈮

10月以降

【参考】29年度
海　約30人
空　若干人

20歳以上で国家免許資格を取得し
た方など

技術海曹・技術空曹 ６月22日㈮

３等海・空曹以上海・
空曹長までで採用（免
許資格・年齢などによ
り異なる）

９月下旬

【参考】29年度
海　約80人（うち女子 若干人）

空　約70人

海　 高校卒業（見込み含む）か高等専
門学校３年次修了（見込み含む）
で18歳以上23歳未満の方

空　 高校卒業（見込み含む）か高等専
門学校３年次修了（見込み含む）
で18歳以上21歳未満の方

航空学生

１次　９月17日㈪
２次　10月15日㈪～21日㈰
３次　
 海 11月22日㈭～12月19日㈬
 空 11月17日㈯～12月20日㈭

１次　10月５日㈮
２次
　（海）11月13日㈫
　（空）11月５日㈪
最終
　平成31年１月22日㈫

入隊後、約６年で３
等海・空尉

７月１日㈰
～

９月７日㈮

平成31年３月下旬
～４月上旬

【参考】29年度
陸 約3,000人（うち女子 約200人）
海 約1,300人（うち女子 約 80人）

空　約  750人

18歳以上27歳未満の方

一般層候補生

①１次　５月26日㈯
　２次　６月27日㈬
　　　　　～７月２日㈪
②１次　９月21日㈮～23日㈰
　２次　10月12日㈮～17日㈬
※いずれか１日を指定されます

①１次　６月８日㈮
　最終　８月３日㈮
②１次　10月５日㈮
　最終　11月９日㈮

入隊後２年９カ月経
過以降、選考により
３等陸・海・空曹

【参考】29年度
陸　約5,400人
海　約1,100人
空　約1,660人

男子

受付時にお知らせ 試験日にお知らせ

所要の教育を経て、
３カ月後に２等陸・海・
空士に任用。陸（技術
系を除く）は１年９カ
月、陸（技術系）・海・空
は２年９カ月を１任
期として任用（以降２
年を１任期）

年間を通じて随時

平成31年３月下旬
～４月上旬

　 上記のほかに設
定する場合があ
ります。

【参考】29年度
陸　約870人
海　約200人
空　約150人

女子

自衛官候補生

【参考】29年度
人文・社会科学専攻
約20人（うち女子 約５人）

理工学専攻
約80人（うち女子 約10人）

推薦 ９月22日㈯・23日㈰ 10月26日㈮

９月５日㈬
～

７日㈮

平成31年４月上旬

防衛大学校
学生

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）の18歳以
上21歳未満で、成績優秀かつ生徒
会活動などに顕著な成績を収め、
学校長が推薦できる方

【参考】29年度
約40人（うち女子 約５人）

（ 人文・社会科学専攻、理工学
専攻合わせて）

総合選抜
　１次　９月22日㈯
　２次　11月３日㈯・４日㈰

１次　10月19日㈮
最終　11月28日㈬

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）の18歳以
上21歳未満の方（自衛官は23歳未満）

【参考】29年度
人文・社会科学専攻
約65人（うち女子 約15人）

理工学専攻
約235人（うち女子 約20人）

一般
１次　11月10日㈯・11日㈰
２次　12月11日㈫～15日㈯

１次　11月28日㈬
最終
　平成31年１月25日㈮

９月５日㈬
～

28日㈮

修学年限４年
卒業後、約１年で３
等陸・海・空尉

【参考】29年度
約85人

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）で18歳以
上21歳未満の方

防衛医科大学校
医学科学生

１次　10月27日㈯・28日㈰
２次　12月12日㈬～14日㈮

１次　11月29日㈭
最終
　平成30年２月14日㈭

修学年限６年
医師免許取得後、２
等陸・海・空尉

【参考】29年度
約75人

防衛医科大学校看護学科
学生（自衛官候補看護学生）

　１次　10月20日㈯
　２次　12月１日㈯・２日㈰

１次　11月16日㈮
最終
　平成31年２月８日㈮

修学年限４年
看護師免許取得後、卒
業後、約１年で３等
陸・海・空尉

【参考】29年度
約60人

推薦
平成31年

１月５日㈯～７日㈪
※ いずれか１日を指定されます

平成31年１月17日㈭
11月１日㈭

～
11月30日㈮

【参考】29年度
約260人

一般
１次　平成31年１月19日㈯
２次　平成31年２月１日㈮

～４日㈪
11月１日㈭

～
平成31年
１月７日㈪

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒

中学卒業（見込み含む）の17歳未満の
男子で、成績優秀かつ生徒会活動
などに顕著な成績を収め、学校長
が推薦できる方

修学年限３年
卒業後は陸士長
卒業後、約１年で３
等陸曹中学卒業（見込み含む）で17歳未満の

男子

１次
　平成31年１月25日㈮
最終
　平成31年２月15日㈮

【参考】29年度
陸・海・空　約10人

技術 平成31年１月26日㈯ 平成31年４月26日㈮貸費学生

大学の理工学部・工学部の３・４年次
または大学院（専門職大学院を除く）
修士課程在学（正規の修業年限を終
わる年の４月１日現在で26歳未満
（大学院修士課程在学者は28歳未
満））の方

４月分から正規の修
業年限を終わる月ま
で毎月54,000円貸与

卒業（修了）後

陸　約1,400人一般
　①４月14日㈯～18日㈬
　②９月29日㈯～10月２日㈪
※ いずれか１日を指定されます

①５月18日㈮
②11月９日㈮

① ４月６日㈮まで
② ７月１日㈰
　～９月14日㈮陸　約200人

海　約 20人
技能

18歳以上34歳未満の方
階級は指定しない
教育訓練召集手当
日額7,900円
所定の教育訓練修了
後、予備自衛官とし
て任用

18歳以上で国家免許資格などを有
する方（資格により年齢の上限があ
ります）

教育訓練の開始時
期は７月以降

予備自衛官補

※平成30年度の募集人員は、決定次第、自衛官募集ホームページなどでお知らせしますので、ご確認ください。
※ 薬剤科は、①学校教育法に基づく大学で正規の薬学の課程（６年制に限る）を修めて卒業した方（平成31年３月卒業見込みの方を含む）、②外国の薬学校を卒業または外国の薬剤師免許を受けた
方で厚生労働大臣が①と同等以上の学力と技術を有すると認定した方、③平成19年度～30年度に学校教育法に基づく大学に入学し４年制薬学課程を修めて卒業し、学校教育法に基づく大学院
で薬学の修士、または博士課程を修了し、厚生労働大臣が①と同等以上の学力と技術を有すると認定した方に限ります。
※歯科・歯科幹部、予備自衛官補は、第１回で採用予定数を採用した場合、第２回は実施しない場合があります。
※自衛官候補生男子の平成31年３月高等学校卒業予定者・中等教育学校卒業予定者の採用試験は、９月17日㈪以降に行います。
※航空自衛隊の３次試験、２次・最終合格発表は変更される場合があります。
※貸費学生の学部は、理工学部・工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。詳しくは、お問い合わせください。
※資格欄の高校卒業には中等教育学校卒業者を含みます。
※応募資格年齢の起算日は募集種目ごとに異なりますので、募集要項で確認してください。
※防衛大学校における一般採用試験（後期日程）は平成29年募集までで廃止しました。廃止に伴い募集人員を推薦採用試験および総合選抜試験に配分し、試験内容を
　見直すことにしています。決定次第、自衛官募集ホームページなどでお知らせしますので、ご確認ください。

詳細はお問い合わせください。

　　  問い合わせ先／自衛官募集コールセンター☎０１２０‐０６３７９２（フリーダイヤル）年中無休　受付時間・正午～20時

自衛官募集ホームページ

http://www.mod.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/

① ５月１日㈫まで
② ７月１日㈰
　　～９月7日㈮

防災ワンポイントコーナー
　町では、アトサヌプリ火山防災協議会の総会を開催し、「アトサヌプリ火山防災計画」の一部を改正し、具体的な避
難計画を策定しました。また、弟子屈町防災会議を開催し、「弟子屈町地域防災計画」の一部を改正しました。
≪アトサヌプリ火山防災計画避難計画の重点≫
　●避難対象地域を、川湯駅前、川湯市街地と仁伏、美留和および屈斜路湖畔（砂湯～コタン）の４つの地域に区分
　● 上記の地域内にある「学校、保育園、病院、福祉施設、比較的大きな宿泊施設、公衆浴場、その他不特定多数が集ま
る売店、展示室など」の施設を避難促進施設に指定し、避難計画を策定

　●噴火警戒レベル２～３の時の硫黄山レストハウスの緊急避難と脱出要領
　●噴火形態（水蒸気噴火またはマグマ噴火）に応じた地域ごとの避難要領
　●マグマ噴火時の町外へ避難時のオホーツク３町（小清水・清里・大空町）への避難要領
≪弟子屈町地域防災計画の主な改正点≫
　●移転した弟子屈消防署を指定避難所に指定
　●指定避難所「平和集会所」を避難所の指定解除
　●新たな浸水想定に基づく釧路川の水防対策

　考えられる自然災害を想定しつつ防災計画を改正するとともに、噴火および洪水ハザードマップの整備を行い、４
年ぶりに防災ガイドブックを改定しました。町の広報てしかが４月号とともに配布しますので、常に見やすい場所に
置いて、イザという時の備えに役立ててください。

新しい「弟子屈町防災ガイドブック」を発行

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

ロビーは、打ち合わせや休憩の場として無料で利用できます。
また、職人のハンドメイドによるウォールナット仕上げのタンノイ製
スピーカー『ウェストミンスター』を設置しており、上質な音楽を楽し
むことができます。

ロビーで打ち合わせや休憩・音楽鑑賞を

無料コーナーの
ご案内

こんな使い方もできますよ！

摩周観光文化センター

ランニングやウオーキングを

アリーナ２階にあるランニングコース（全長約100m）では、雨
の日や雪の日でも、天気を気にす
ることなく、ランニングやウオー
キングが無料で楽しめます。

問い合わせ先／摩周観光文化センター管理係☎４８２‐１８１１

※各種催事開催時は、利用できない場合があります。
※ アリーナ・トレーニングルーム・テニスコート・各室は、有料で
利用できます。TANNOY Westminster
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⑬弟子屈高校・公民館連携講座
　「料理講座」「英会話講座」を行います。

日程などについては後日
お知らせします。

定員など詳しくは後日お知らせします。
講師／弟子屈高校教諭

２０１８．４／Ｎｏ．２１４

　

平
成
29
年
度
弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
表

彰
お
よ
び
体
育
協
会
表
彰
が
３
月
16
日
、

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
６
個

人
、１
団
体
、特
別
賞
２
個
人
が
選
ば
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
弟
子
屈

高
校
陸
上
部
の
須
崎
理
子
さ
ん
が
「
こ
の

よ
う
な
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。私
が
初
め
て
受
賞
し
た

小
学
校
４
年
生
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
に

た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。私
が

部
活
動
を
や
っ
て
き
て
、
人
と
の
繋
が
り

が
で
き
、
出
会
っ
た
友
達
や
先
生
を
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
弟
子
屈
高
校
が
他
の
学
校

に
も
負
け
な
い
く
ら
い
部
活
動
が
活
発

に
な
る
よ
う
に
私
は
応
援
し
て
行
き
ま

す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表彰式を終えて

（
敬
称
略
）

❏
弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

▽
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▼
須
崎
理
子（
弟
子
屈
高
校
３
年
）

　

 

全
道
陸
上
競
技
大
会（
棒
高
跳
）第
３
位

▼ 

山
崎
美
玖（
釧
路
湖
陵
高
校
３
年
）

　

 

全
道
陸
上
競
技
大
会
（
８
０
０
㍍
）
第

３
位

▼
濱
岡
凌
平（
旭
川
大
学
高
校
２
年
）

　

 

全
道
陸
上
競
技
大
会（
４
０
０
㍍
）第
６

位
▼
菅
野
佑（
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）

　

 

全
道
水
泳
競
技
大
会
（
１
５
０
０
㍍
自

由
形
）第
３
位

▼
芝
田
洸
太
郎（
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）

　

 

全
道
水
泳
競
走
大
会
（
２
０
０
㍍
バ
タ

フ
ラ
イ
）第
２
位

▼
木
名
瀬
周
太（
弟
子
屈
小
学
校
６
年
）

　

 

全
道
陸
上
競
技
大
会（
砲
丸
投
）第
３
位

▼
日
時
／
４
月
28
日
㈯


９
時
〜
正
午（
小
・
中
学
生
）


13
時
〜
16
時（
中
学
生
）

▼
場
所
／
町
営
野
球
場

※ 

雨
天
時
は
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

▼ 

講
師
／
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ア
カ

デ
ミ
ー　

牧
谷 

宇
佐
美 

氏
・
須

永 

英
輝 

氏

▼
参
加
料
／
無
料

❏ 

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
／
町
体
育
協
会
事
務
局
（
町

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興

係
内
）
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８
（
課
直

通
）ま
で
。

キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
２
０
１
８

ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
野
球
教
室

功績をたたえて

　

バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
弟
子
屈
教

室
の
宮
下
優
心
さ
ん
（
弟
子
屈
中

学
校
２
年
）、
Ｉ
＆
Ｍ
バ
ト
ン
ス

タ
ジ
オ
の
野
田
麻
奈
さ
ん
（
弟
子

屈
小
学
校
４
年
）
坪
井
紗
愛
さ
ん

（
同
）
が
12
月
に
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
た
第
43
回
全
日
本
バ
ト
ン

ト
ワ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
北
海
道

支
部
大
会
に
出
場
。優
秀
な
成
績

を
収
め
、
３
月
23
日
か
ら
愛
知
県

で
開
催
さ
れ
た
第
43
回
全
日
本

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

バトンで全国大会出場

全国大会出場を報告する皆さん

※このページ内の児童・生徒の学年は平成29年度のものです。

開講講座　※ 日程などが変更になる場合や、この他にも追加で実施される事業があります。詳細については、その都度、広報紙
やチラシなどでお知らせします。
内容 日時

②ふるさと講座
　 バスで行く歴史探訪～エゾからホッカイ
ドウへ町内でめぐる150年～」

　 バスで町内の歴史を辿ります。

７月１日㈰
８時30分～正午

定員・参加費・場所・講師

定員／20人　参加費／無料
講師／チームくっしゃろ　斎 藤　敬 子氏

　弟子屈町民大学校の受講者を募集します。
　町民大学校では歴史、経済、文化、スポーツ活動など幅広い分野で楽しく、自由に学べる講座を開講します。一緒に学んでみませ
んか。皆さんの受講をお待ちしています。

▼受講期間／４月～平成31年３月　 ▼受講対象者／町民の方

▼  受講方法／下記の講座にチャレンジし、受講講座の６割以上参加された方に「弟子屈学知賞」を授与します。興味や関心のある講
座のみの受講も可能です。

❑申し込み・問い合わせ先／町公民館☎４８２‐２３４０まで。

①藻琴山登山
　 山頂から見る美しい屈斜路湖を目指し挑
戦します。

６月９日㈯
８時町公民館出発

定員／30人　参加費／無料
講師／摩周山岳協会の皆さん

③ヒンメリ講座
　 麦わらで作るフィンランドの伝統的な装
飾品を作ります。

日程などについては後日
お知らせします。

定員／12人　参加費／有料
場所／町公民館　講師／鶴居村在住 児 島　舞 氏

④まちの酒屋さんが教える日本酒講座
　お酒の知識を学びながら味わいましょう。

７月26日㈭
19時～20時30分

定員／40人　参加費／有料
場所／町公民館　講師／摩周酒屋くらぶの皆さん

⑤近隣のまちを訪ねて
　十勝方面の自然や施設などを見学します。

８月３日㈮
８時町公民館出発

定員／30人
施設入館料・食事代は個人負担となります。

⑥和楽器音楽鑑賞会
　 和楽器奏者 谷藤紅山氏の演奏で楽しみま
しょう。

８月29日㈬
13時から公演 入場料／無料　場所／公民館講堂

⑦摩周焼陶芸講座
　自分だけのオリジナル作品を作りませんか。

９月10日㈪
19時～20時30分

定員／なし　参加費／有料　場所／町公民館講堂
講師／摩周焼窯元・陶芸家　森　雅 子 氏

⑧美味しいコーヒーの入れ方講座
　 喫茶あいさんの山本さんを迎えて、おいしい
コーヒーの入れ方やココアの作り方を学び
ます。

11月１日㈭
13時30分～15時30分

定員／15人　参加費／有料　場所／町公民館
講師／喫茶あい　山 本　邦 幸 氏

⑨料理講座
　 川湯温泉駅前「森のホール」武山まき子さ
んを迎えて、家庭でもできる簡単な料理
を作ります。

11月中旬～下旬
13時～16時

定員／12人　参加費／有料　場所／川湯ふるさと館
　　　　　講師／森のホール　武 山　ま き 子 氏
　　　　　　　　　　　　　　　  田 中　志 保 氏

⑩手芸講座
　 可愛らしいお正月飾りを作ります。

11月28日㈬
10時～12時

定員／12人　参加費／有料　場所／町公民館
講師／森のホール　田 中　志 保 氏

⑪ふるさと講座「アイヌ刺繍体験」
　 アイヌ刺繍の技術を学びます。

２月２日㈯・16日㈯
10時～正午

定員・材料費など詳しくは後日お知らせします。　
場所／公民館　講師／武 田　千 鶴 氏

⑫摩周多夢窯陶芸講座
　自分だけのオリジナル作品を作りませんか。

３月１日㈮
19時～20時30分

定員／なし　参加費／有料　場所／町公民館講堂
講師／摩周多夢窯　陶芸家　平 出　隆 子 氏
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弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

バッテリー盗難・タイヤ盗難発生!!
　釧路地区および十勝地区において、自動車販売店から大量のタイヤが盗まれる事件が連続発生しました。釧路市内

の運送会社で、駐車しているトラックや重機からバッテリーが盗まれる事件も発生しています。

 車両は書庫などに入れて出入口を施錠　夜間は敷地ゲートを封鎖

センサーライト、防犯カメラなどの防犯機器の設置などをして、盗難被害を防止しましょう。

新しい詐欺の手口に注意!!
　東京都内において警察官や検察官を名乗る犯人から「あなたの口座が詐欺に使われている」などの電話があり、偽

の検察庁のホームページへ誘導するなどしてお金をだまし取る手口の被害が発生しています。被害にあっているの

は、30～40歳代の女性が中心です。

　犯人はインターネットで偽のホームページに誘導した後「あなたの口座に不正な動きがある」「口座を凍結したく

ないのであれば指示に従ってください」などと言ってお金をだまし取ろうとしています。

　警察官や検察官の職員がホームページへのアクセスを求めたり、個人情報を入力させたり、現金を振り込ませるこ

とは絶対にありません。

架空請求詐欺に注意!!
　弟子屈警察署管内に居住の方の携帯電話宛てにインターネット運営会社を名乗る男から「有料動画の未納料金があ

る」などと電話で言われ、コンビニエンスストアで購入した電子マネーの番号を伝えたことにより、お金をだまし取ら

れた被害が発生しています。

身の覚えのないお金の請求や督促の電話やメールが来た場合には、まずは家族や友人、警察署などに相談しましょう。

弟子屈警察署
所在地交番

☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

自動車運転免許の
更新時講習
期日／４月18日㈬
場所／町公民館

 ▼優良講習／11時30分

 ▼一般講習／13時

 ▼違反講習／９時

 ▼初回講習／14時30分

※ 講習は、警察署で免許更新の手続きを済ませた

後に受講してください。

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp

春の全国交通安全運動
～行けるはず　まだ渡れるは　もう危険～

交番だより　平成30年４月号

４月６日㈮から15日㈰までの間「春の全国交通安全運動」を実施します。

　　　・子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止

　　　・自転車の安全利用の推進

　　　・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　　　・飲酒運転の根絶

詳しくは、弟子屈警察署にお問い合わせください

　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」を紹介し
ています。
　３月13日現在「空き家バンク」で募集している空き家物件は11件
（売買11件）。今月はそのうちの「登録番号37物件」を紹介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録８人、団体登録８
団体。今月はそのうちの、団体登録番号４「弟子屈剣道スポーツ少年
団」を紹介します。
　それぞれの詳しい内容は、町公式ウェブサイトに掲載されてい
ます。ご覧いただき、ぜひ、ご活用ください。

▼空き家バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/20akiya/bukken.html

▼人財バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/35jinzai/index.html

問い合わせ先
空き家バンク／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）
人財バンク／役場社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）

空き家バンク 人財バンク

空き家バンク
登録番号 37

▼場所／川湯駅前３丁目64番地39

▼  建物／木造２階建て

　　　　３ＬＤＫ＋２Ｓ

▼建築年／1985(昭和60）年

▼価格／850万円

人財バンク
団体登録番号４

▼氏名／弟子屈剣道スポーツ少年団

▼  分野／学術・文化・芸術・ス

ポーツ・子どもの健全育成

▼  ＰＲ／小学校低学年から

高校生まで幅広い会員の

もと、技術だけではなく精

神面の鍛錬により、子どもの健全な成長を目指

しています。何よりも「楽しく」をモットーに家族

のような団体です。剣道に親しんでみませんか。

警察官募集中！

運転免許証を自主返納した方に乗車券などを交付
　交通事故のない安心して暮らせるまちづくりを推進するため、運転免許証を自主返納した高齢者の方などが、
マイカーに依存することなく移動できるよう、交通費などの一部を支援します。

　 ▼交付対象者　
　　次のすべての項目に該当する方が対象です。
　　　・本町に住民登録されている65歳以上の方、または障がい者手帳をお持ちの方
　　　・平成30年４月１日以降に運転免許証を自主返納された方
　　　・町税などを滞納していない方
　　　・弟子屈町暴力団排除条例に定める暴力団員などでない方
　　　　※自主返納から１年以内に申請が必要です。

　 ▼交付されるもの
　　〇阿寒バス回数券
　　〇摩周ハイヤー乗車券　　　この中から合計２万円分を交付します。
　　〇摩周湖スタンプ商品券

　 ▼申請方法
　　役場環境生活課に次の必要書類を提出してください。
　　・本人であることが確認できる書類（運転免許経歴証明書・健康保険証・介護保険証 など）
　　・印鑑
　　・申請による運転免許証の取消通知書
　　※ 申請後、２～３週間程度で、本人に通知されますので、通知書と本人確認できる書類を持って窓口で受け

取りとなります。

問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２‐２９３４（課直通）

弟子屈町運転免許証返納支援事業

運転免許証の
自主返納
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このページは皆さんからのこのページは皆さんからの

情報で作られています。情報で作られています。

どのような情報でもすぐにどのような情報でもすぐに

かけつけます。かけつけます。

お気軽にご連絡ください。お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課広報統計係　☎４８２-２９１３（課直通）

　弟子屈防犯協会と町
暴力追放運動推進協議
会の合同研修会が、２月
19日、町公民館で開催さ
れ町民など約40人が参
加しました。

　研修会では、弟子屈警察署の田村智生活安全係長を講師
に迎え「管内の犯罪状況と特殊詐欺の現状」と題して講演が
行われ、車上狙いが大幅に増加していることや、特殊詐欺が
再び増加傾向にあることなどを話されました。
　「被害にあわないことが一番だが、仮に被害にあった場合
はすぐに相談してほしい。すぐに警察に届け出ることで、被
害を食い止めることもできる」と述べました。

２月19日

犯罪被害に遭わないために

弟子屈防犯協会・町暴追協が合同研修会を開催
田
村
生
活
安
全
係
長
の
講
演

　町主催による弟子屈町
地熱理解促進事業地熱勉
強会が２日20日、社会老
人福祉センターで開催さ
れ、町民約70人が参加し
ました。

　町では、地熱事業の可能性と今後の活用を視野に、町内の
地熱資源量を把握するための調査・検討を行っています。講
演会は皆さんに地熱への理解を深めてほしいと開催された
もの。今回は、専門家や地元ホテル事業者などをパネラーと
したパネルディスカッションが行われ、それぞれの立場か
ら報告や事例紹介などが行われました。参加者の皆さんか
らも質問されるなど、活発な意見交換が行われました。

地熱事業の活用を考える

弟子屈町地熱理解促進事業地熱勉強会を開催

　和歌山大学の教授らに
よる観光に関する出前授
業が３月14日、弟子屈高校
（木村浩士校長）で行われ
ました。
　同校では、３年時の総合

的な学習の時間で町の観光プランニングに取り組んでいま
す。出前授業は観光プランニングへの意識を高めるために行
われたもので、１・２年生が講演を聴講。２年生は観光や大学
についての意見交換会にも参加しました。
　講師は、同大観光学部出口竜也教授、竹林浩志准教授。講
演では「観光とは」「観光の目的とは」といった観光戦略論など
を学びました。講演後は、さまざまな意見交換を行いました。

観光についての意見交換

弟子屈高校で和歌山大学による出前授業
和
歌
山
大
の
教
授
ら
が
講
演

地
熱
が
持
つ
可
能
性
を
考
え
る

　第57回全国青年農業者
会議が３月７日から８日
に東京都で行なわれ、弟
子屈町４Ｈクラブの元山
亮眞さんが、プロジェク
ト発表（畜産・土地利用型

部門）で優秀賞の農林水産省経営局長賞を受賞しました。
　元山さんは酪農を営む生産者として、クラブ員と協力し
ペレニアルライグラス（ペレ）の導入について研究。凍害に
弱いペレでも越冬できること、実際に乳量に結びついてい
るのか給与試験を行い、費用対効果が高いことを分析。「優
秀賞は４Ｈクラブで受賞したもので、嬉しく思っている。ペ
レの調査・検証などは続けていきたい」と話していました。

第57回全国青年農業者会議

４Ｈクラブが農林水産省経営局長賞を受賞

３月８日

賞
状
を
手
に
し
た
元
山
亮
眞
さ
ん

　弟子屈小学校
（佐野哲哉校長）の
６年生の児童が
３月７日、平成30
年第１回町議会
定例会を傍聴し
ました。
　社会科の授業

の一環で、政治の単元を学習していることから傍聴を行っ
たものです。この日は定例会２日目で、德永町長の町政執行
方針、小林教育長の教育行政方針、一般質問が行われまし
た。子どもたちはやや緊張した面持ちで傍聴席に着き、ノー
トに書き留めるなどしながら真剣に聴き入っていました。

身近な政治を学ぶ

弟子屈小学校６年生が町議会を傍聴
議
会
に
聴
き
入
る
児
童

３月７日

３月14日

２月20日

　玉川大学の学生によ
る「屈斜路湖周辺の生物
調査及び魚類資源への
影響調査」についての報
告会が２月22日、役場で
開催されました。

　町と同大などを含む玉川学園は、平成27年に包括連携協
定を締結し共同研究を行っています。德永町長は「屈斜路湖
をはじめとする町内の自然利用の基礎となるのがこのよう
な研究発表を楽しみに聴きたい」とあいさつ。同大の学生４
人が「森林におけるクマゲラの生息環境」「屈斜路湖におけ
るジュズカケハゼの生息地利用と食性」などに関する調査・
研究についてそれぞれ発表を行いました。

屈斜路湖などで調査・研究した成果を発表

玉川大学の学生が調査報告
研
究
成
果
を
発
表
す
る
学
生

２月22日

　本町の姉妹都市鹿児島
県日置市から優良肉牛が
導入され、２月28日、仁多
の澁谷幹夫牧場で「日置
市優良肉牛引渡し式」が
開催されました。

　式典では摩周和牛改良組合、摩周湖農業協同組合などか
ら関係者およそ20人が出席し、今後のブランド化と肉牛生
産の振興を祝いました。今回導入された繁殖雌牛「こゆき」
は、摩周湖農業協同組合と弟子屈町で共同購入し摩周和牛
改良組合の組合員が飼育管理を行います。受精卵を採卵し
て同改良組合の組合員が飼育する雌牛へ移植し、優良繁殖
牛の増頭を目指していきます。

姉妹都市　鹿児島県日置市から３頭目

黒毛和種の優良繁殖雌牛を導入

２月28日

「
こ
ゆ
き
」を
囲
ん
で

　「てしかが町女性のつど
い」（町女性団体協議会主
催）が３月４日、町社会老人
福祉センターで160人以上
が集まり開催されました。

　今年度は町総務課の中村防災対策専門官を講師に迎え、
地震や水害、噴火に伴う有事の対応の講義を実施。休憩時間
を利用し、公民館講座「うたごえ公民館」を指導する更科俊
一郎氏を講師に迎え「いい日旅立ち」などを合唱しました。
午後は脳トレ摩周の代表大友れい子さんとスタッフの皆さ
んによる生涯学習講演会（教育委員会主催）を開催し、認知
症予防トレーニングを実施。参加者の皆さんは苦戦しなが
らも楽しく体験することができました。

３月４日

多くの参加者が笑顔で楽しむ

てしかが町女性のつどいを開催
中
村
専
門
官
に
よ
る
講
演

　弟子屈産大豆のレシピ講
習会（てしかがえこまち推進
協議会主催）が３月14日、川湯
ふるさと館で行われました。
　同協議会では地場産食材
を使ったメニューを増やし

たいと、事業者の方を対象にしたレシピ講習会を毎年開催し
ています。ANAクラウンプラザホテル釧路の楡

にれ

金
がね

久幸総料
理長を講師に招き、今年は「大豆」を使った調理講習を実施。ベ
ジタリアン向けのレシピなどが紹介され参加者の皆さんの注
目を集めました。後半は摩周湖農協販売課小原利浩課長、大豆
生産者の猪狩広昭氏による弟子屈産大豆についての講義も行
われ、生産者の苦労や努力を知る貴重な機会となりました。

３月14日

意
外
な
組
み
合
わ
せ
の
レ
シ
ピ
も

弟子屈らしいメニュー作りのきっかけに

弟子屈産大豆のレシピ講習会を開催

　標茶町の㈱住友建設
（住友悟代表取締役）が
３月７日、奥春別小学校
で除雪作業などを行い
ました。
　児童や来校する保護

者、教員の皆さんが安全に利用できるようにと行われたも
の。９人の作業員の皆さんが３台の重機を駆使して児童玄
関屋根上の雪氷撤去、グラウンドの除雪、堆積雪の雪割りを
行いました。広いグラウンドは重機を使って手際よく作業。
グラウンド入口の階段部分などは傷がつかないようスコッ
プを使い、大人の腰ほど積もった雪をすべて手作業で取り
除きました。

３月７日

手
作
業
で
丁
寧
に

安全な学校生活を送ってほしい

㈱住友建設（標茶町）が社会貢献

　東京ディズニーリゾ
ートを運営し、屈斜路地
区でイチゴ栽培を行っ
ている㈱オリエンタル
ランドが、新エネルギー
財団の「新エネ大賞　会

長賞」を受賞し、３月２日、町役場に加藤富久農園長らが訪
問しました。イチゴを栽培するビニールハウスは、温泉熱を
使った暖房システムを採用するなどの最新技術を取り入
れ、二酸化炭素の排出抑制につなげてきました。この方式が
冬期のイチゴ栽培を可能にしている点も評価され、今回の受
賞となりました。今回は、北海道経済産業局と北海道の省エ
ネに関する賞も同時に受賞しています。

温泉熱利用でイチゴを栽培「新エネ大賞 会長賞」受賞

㈱オリエンタルランドが町に受賞を報告
受
賞
を
報
告
す
る
加
藤
園
長（
右
）

３月２日
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事
項
を
記
入
し
て
、
役
場
農
林
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役

場
農
林
課
農
政
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
３
６（
課
直
通
）ま
で
。

郵
便
局
へ
の
転
居
届
を

忘
れ
ず
に

　

４
月
は
就
職
・
進
学
・
転
勤
な
ど
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。  

　

お
引
っ
越
し
の
際
に
は
、
お
近
く

の
郵
便
局
に
「
転
居
届
」を
出
し
て
お

く
だ
け
で
、１
年
間
、旧
住
所
宛
て
の

郵
便
物
を
新
住
所
に
無
料
で
転
送
し

ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お

届
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、郵
便
局
で
は
、皆
さ
ん
の
大

切
な
郵
便
物
を
確
実
に
お
届
け
す
る

た
め
、
転
居
届
に
つ
い
て
ご
本
人
の

確
認
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
弟
子
屈
郵
便
局

☎
４
８
２
‐
２
４
４
０
ま
で
。

弟
子
屈
音
頭
の
練
習
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

弟
子
屈
町
文
化
協
会
弟
子
屈
音
頭

月
の
摩
周 

普
及
保
存
部
で
は
、
ふ
る

さ
と
の
踊
り「
弟
子
屈
音
頭
」の
練
習

会
を
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時
／
４
月
26
日
㈭
・
５
月
24
日

㈭　

い
ず
れ
も
19
時
〜

▼ 

場
所
／
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
弟
子
屈
音
頭 

月

の
摩
周 

普
及
保
存
部　

舘
☎

０
８
０
‐８
８
９
５
‐０
４
６
３
ま
で
。

犬
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う

　

雪
解
け
時
期
と
な
り
、
道
路
な
ど

公
共
の
場
で
の
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

犬
の
フ
ン
を
処
理
す
る
こ
と
は
飼
い

主
と
し
て
の
マ
ナ
ー
で
す
。散
歩
時

に
出
た
フ
ン
は
シ
ャ
ベ
ル
や
エ
チ
ケ

ッ
ト
袋
を
使
い
、
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

　

自
分
の
敷
地
内
で
あ
っ
て
も
フ
ン

を
散
ら
か
し
た
ま
ま
に
し
な
い
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
環
境
生
活

課
生
活
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
４

ま
で
。

保
健
所
で
心
の
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

釧
路
保
健
所
で
は
、
保
健
師
や
精

神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談

（
精
神
保
健
福
祉
相
談
）を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼ 

保
健
師
に
よ
る
相
談（
電
話
・
面
接
）

　

 

／
月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
17
時

▼ 

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談（
面
接
）

　

／
４
月
27
日
㈮　

14
時（
要
予
約
）

▼ 

場
所
／
釧
路
保
健
所

❑ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保

健
所
健
康
支
援
係
☎
０
１
５
４


５
８
２
５（
代
表
）ま
で
。

個
人
情
報
保
護
法
が
改

正
さ
れ
ま
し
た

　

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
よ
り

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事
業
者
の
範

囲
が
変
わ
り
、
全
て
の
事
業
者
に
個

人
情
報
保
護
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。こ
の
事
業
者
に
は
、

営
利
企
業
の
ほ
か
、
非
営
利
組
織
や

団
体
も
含
ま
れ
ま
す
。個
人
情
報
を

取
り
扱
う
際
の
主
な
注
意
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。

 

 

個
人
情
報
の
利
用
目
的
を
特
定
し
、

そ
の
範
囲
で
取
り
扱
う
こ
と
。

 

 

個
人
情
報
は
適
正
な
方
法
で
取
得
し
、

利
用
目
的
を
通
知・公
表
す
る
こ
と
。

 

報
漏
え
い
や
紛
失
を
防
止
す
る
た
め

の
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。

 

 

第
三
者
に
個
人
情
報
を
提
供
す
る

と
き
は
、
原
則
あ
ら
か
じ
め
本
人

の
同
意
を
得
る
こ
と
。

　

詳
し
く
は
個
人
情
報
保
護
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

受
付
時
間
／
９
時
30
分
〜
17
時
30

４月　アリーナ一般開放日

文化センターガイド

◎＝全面　　○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

根室高校宿泊研修

今月の主な行事予定
８日

13･14日
バトントラワー
釧路江南高校宿泊研修

16日
釧路北陽高校宿泊研修20日

中標津高校宿泊研修26日
22日 アイランドバトンクラブ

日

日
区 

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

18 20 21 22 24 25 26 27 28 29

土 水火月 金 土木火月 日

水月 木 金 日土 木 金 日土水火月 月火
19

区 

分
木日 日

16 17 23 30
◎ ○◎ ◎

◎休

休 休

休 ◎

○

休○○

水

３月８日現在の予定ですので、一般開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

金

 今月の休館日
　（ １、２、３、９、
　  10、16、17、23、
24日）

10時～17時（水・木・金・土・日）

 小・中・高校生／無料

一般／540円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

☎４８３４８３‐２０７２２０７２
４月

開館時間館時間休館日館日

利用料用料

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／⑪、13、⑱、20、25､ 27日　14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／⑫、⑲、　　　　　　　　14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／11、18、25日　　　　　10時30分～11時15分

ナイト水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／13、20、27日　　　　　　　19時～19時45分

幼児・小学生父母教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／14、28日　　　　　　　　　10時30分～正午

幼児水泳教室（幼児３～５歳）

　◇日時／14、28日　　　　　　　10時30分～11時10分

小学生水泳教室（初めて水泳を習う小学生）

　◇日時／14、28日　　　　　　　　　11時15分～正午

フリー教室（町内在住の方）

　◇日時／12、13、14、15、19、20、21、22、26､ 27､ 

          28､ 29日

木・金曜日　10時～正午

土・日曜日　13時～15時

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ ４、５、６、７、８、11、12、13、14、15、

18、19、20、25、26、27、28、29、30日

15時～17時

※ 上記はあくまでも各
教室のお知らせです。
一般の方も、ぜひ、お
気軽にプールをご利
用ください。

う
た
ご
え
公
民
館
に
参

加
し
ま
せ
ん
か

　

皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
懐
か
し
い

曲
を
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時
／
4
月
19
日
㈭　

10
時
〜
11

時
30
分

▼ 

場
所
／
町
公
民
館　

２
階
講
堂

▼ 

講
師
／
更
科
俊
一
郎
氏

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
当
日
直
接
お
越
し
下
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民
館
☎

４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

町
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

　

今
年
も「
町
民
農
園
」が
５
月
中
旬

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
交
流
の

場
と
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
農
作
業

と
収
穫
の
喜
び
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼ 

場
所
／
摩
周
３
丁
目
４
８
８
‐
８

▼ 

区
画
面
積
／
１
区
画
１
０
０
平
方

㍍（
23
区
画
）

▼ 

使
用
期
間
／
５
月
中
旬
〜
10
月
下

旬
▼
使
用
料
／
１
区
画
３
千
円（
年
間
）

▼ 

対
象
／
定
期
的
に
農
園
を
使
用
・

管
理
で
き
る
方
。

▼ 

募
集
期
間
／
４
月
２
日
㈪
〜
４
月

25
日
㈬

▼ 

申
し
込
み
方
法
／
役
場
農
林
課
・

川
湯
支
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

分
（
土
日
祝
日
及
び
年
末
年
始
を

除
く
）

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
個
人
情
報
保
護

法
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
３‐６
４
５
７

　
‐
９
８
４
９
ま
で
。

労
働
基
準
監
督
官
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ

　　

平
成
30
年
度
の
採
用
試
験
を
次
の

要
領
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

▼ 

受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
受
付
）／
４
月
11
日
㈬
ま
で
。

※ 

詳
し
い
受
験
資
格
な
ど
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

バスケットゴールを
　　　　１台設置します！４月１日㈰の一般開放は

juken.htlm

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
労
働
局

ま
た
は
最
寄
り
の
各
労
働
基
準
監

督
署
☎
０
１
１
‐
７
０
９
‐

２
３
１
１（
北
海
道
労
働
局
）ま
で
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

で
の
海
の
事
故
防
止

　

今
月
末
に
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
が
始
ま
り
ま
す
。釣
り
な
ど
海
辺

で
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ま
れ
る
方
は
、

海
中
転
落
な
ど
の
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
次
の
こ
と
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

岸
壁
や
防
波
堤
か
ら
落
ち
る
と
あ

が
る
の
は
大
変
困
難
で
す
。立
ち

入
り
禁
止
区
域
に
は
絶
対
に
入
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

 
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
に
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。

 
単
独
行
動
を
さ
け
、
複
数
人
で
行

動
し
て
く
だ
さ
い
。

 

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

防
止
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
携
行
し
、

緊
急
時
は
す
ば
や
く
１
１
８
番
へ

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

 

海
上
保
安
庁
が
提
供
す
る
「
海
の

安
全
情
報
」な
ど
で
最
新
の
気
象
・

海
象
情
報
を
入
手
し
て
、
天
候
が

悪
化
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
早
め

に
帰
る
判
断
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❑  

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
海
上
保
安

部
☎
０
１
５
４

５
５
７
５
ま
で
。

財
務
専
門
官
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財

政
、
金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
し
て
活
躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募

集
し
ま
す
。

▼ 

受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
受
付
）／
４
月
11
日
㈬
ま
で
。

※ 

詳
し
い
受
験
資
格
な
ど
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htlm

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
財
務
省
北
海
道

財
務
局
人
事
課
人
事
係
☎
０
１
１

‐
７
０
９
‐
２
３
１
１
（
内
線

４
２
５
２
）ま
で
。
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入居者を募集します町 宅住営

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸　数 備　考団　地　名　・　構　造
10,000～14,900円Ｓ53 ３ＤＫ ２ 57.0㎡（４軒長屋）南弟子屈団地（簡易耐火平屋）

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／４月２日㈪～４月９日㈪（土・日曜日を除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／５月上旬～５月中旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額、単身者用住宅は60,000円（住宅料の２倍）の額
※ 入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※ 入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

（広告）

長谷製菓株式会社
弟子屈町摩周２丁目４-７　☎（015）482-1212
　　　　　　　　　　　　　　（担当：中居）

◆作業内容／工場内での菓子製造作業
◆年　　齢／18歳以上
◆時　　給／810円～
◆作業時間／8:30～16:30
　　　　　　　　（時期により延長有）
◆休日／土日､年末年始
            (時期により土曜出勤有）
◆待遇／雇用･労災･健康･厚生年金･
        有給休暇

内職募集もあります
詳しくはお問い合わせください

20,900～31,100円Ｈ３ ３ＤＫ ２ 72.2㎡（３・４階）※緑団地（耐火中層４階建）

注１　※印の団地は、管理費が毎月200～3,000円程度かかります。（団地によって異なります）
注２　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。
注３　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承願います。

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

❑ 

弟
子
屈
中
学
校

　

平
成
４
年
度
同
窓
生
一
同 

様

　

▼
現
金　

４
万
16
円 

　

 

弟
子
屈
中
学
校
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て
、教
材
購
入
に
役
立

て
て
ほ
し
い
。

❑
佐
々
木　

忠
昭 

様（
泉
５
）

　

▼
現
金　

10
万
円

　

 

亡
母
（
ト
モ
子
）
が
生
前
町
に
お
世

話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
匿
名  

様

　

▼
現
金　

25
万
円 

　

 

学
校
教
育
の
教
材
な
ど
の
購
入
に

利
用
し
て
ほ
し
い
。

▼保険料率の改定
　 　３月分（５月１日納付期限分）より健康保険料率
は、10.25％（プラス0.03％）、介護保険料率は、
1.57％（マイナス0.08％）となります。健康保険料率
の引き上げに関しまして、何卒ご理解をいただき
ますようお願いします。

▼「協会けんぽの健診」のご案内
　 　35歳から74歳の被保険者（ご本人）さまへは、が
ん検診を含めた充実した健診項目の「生活週間予
防健診」を、40歳から74歳の被扶養者（ご家族）さ
まへは、メタボリックシンドロームに着目した「特
定健康検査」と二つの健診を用意しています。
　 　生活習慣病の予防と早期発見・早期治療のため
にも、年に１度は健診を受けましょう。

❑ 問い合わせ先／全国健康保険協会（協会けんぽ）北
海道支部☎０１１‐７２６‐０３５２（代表）まで。

協会けんぽ
北海道支部からのお知らせ

❑
匿
名  

様

　

▼
現
金　

25
万
円 

　

 

社
会
教
育
の
備
品
な
ど
の
購
入
に

利
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
鈴
木　

信
一 

様（
川
湯
温
泉
２
）

　

▼
現
金　

５
万
円

　

 

亡
父
（
信
夫
）
が
生
前
町
に
お
世
話

に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、ま
ち
づ
く

り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
㈱
や
ま
き
小
澤
金
物
店

　

代
表
取
締
役　

小
澤　

重 

様

　

▼
掲
示
板
用
ク
ロ
ス
設
置
30
平
方
㍍

　

▼
掲
示
板
用
下
地
設
置
30
平
方
㍍ 

　

▼
額
縁
設
置
40
㍍

　

 

弟
子
屈
中
学
校
へ
設
置
。

❑
ふ
る
さ
と
納
税　

54
件

　

▼
現
金　

合
計
60
万
円 

。

▶軽自動車税　　　　５月１日㈫

▶ 開設日時／４月25日㈬午後８時
　　　　　　まで
▶開設場所／役場庁舎・川湯支所
❑ 問い合わせ先／役場税務課
　☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

総合サービス室は役場の総合案内窓口です！☎４８２－２９３４（課直通）

　　　　公的年金等受給者の扶養親族等申告書
　昨年８月以降に日本年金機構から送付された「平成30年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書」は提出さ
れたでしょうか。
　未提出の方の場合、２月に支給される年金からは、各種の控除がないまま所得税が差し引かれています。
日本年金機構へ申告書を提出することで、はじめて源泉徴収額の計算が行われ、所得税の清算が受けられること
になります。
　すでに提出期限は過ぎていますが、未提出の方は、早めに提出してください。
❑ お問い合わせ先／日本年金機構源泉徴収お問い合わせダイヤル☎０１２０‐０５１‐２１７１
　　　　　　　　　釧路年金事務所 お客さま相談室☎０１５４‐６１‐６０００

４月から全国のコンビニエンスストアで町税や町使用料などが納付できるようになりました。

コンビニエンスストアの営業時間内であれば、いつでも納付できます。

▼納付できる税金・使用料／

　   町・道民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、保育料、町営住宅使用料、介護保険料、ウタリ住宅貸

　  付金、老人保護措置費負担金、道路橋梁使用料、河川堤防使用料、河川鉱泉地使用料、水道使用料、下水道使

　  用料、下水道受益者負担金、温泉使用料、農業用水道使用料 

▼納付できるコンビニエンスストア／セイコーマート、セブンイレブン、ローソンなど。

　　　　　　　　　　　　　　　　　納付書の裏面に納付できるお店の一覧が掲載されています。

※ 詳しくは、納入通知書に同封するチラシ、町公式ウェブサイトまたは「てしかが町知って得する便利帳」をご覧

ください。

※ 納付についてのお問い合わせは、納付される内容により異なりますので、それぞれの担当課ににお問い合わせ

ください。

コンビニエンスストアコンビニエンスストアでで
納付納付できます！できます！

土日祝日、夜間問わず！

忘れて
　いませんか？

「広報てしかが」に広告を載せませんか
　町内に事業所がある業者や、町内で活動している団

体などを対象に、広報紙への広告掲載を行っています。

▼広告１／縦49㎜×横88㎜＝１回につき3,000円

▼広告２／縦49㎜×横180㎜または縦100㎜×横88㎜

＝１回につき5,000円

❑ 申し込み・問い合わせ先／役場まちづくり政策課

　広報統計係☎４８２‐２９１３（課直通）まで。
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日 月 火 水 木 金 土

１２３４５６７

８９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30
■問い合わせ先／問い合わせ先／健健  康康 健康こども課☎482-2935  健康こども課☎482-2935  町町 民 民 環境生活課☎482-2934  環境生活課☎482-2934  税税務務 税務課☎482-2914  税務課☎482-2914  開開 放 放 おひさま保育園☎482-2444おひさま保育園☎482-2444    子子 育 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

昭和の日 振替休日

健健
  康康 総合健診（福祉セ総合健診（福祉セ
　ンター・6:00～）　ンター・6:00～）
子子 育 育 ひひなたぼっこ開放なたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
町町 民 民 行政相談（公民館行政相談（公民館
　・13:00～15:00）　・13:00～15:00）

子子 育 育 親子遊び「こどもの親子遊び「こどもの
　日の制作」（子育て　日の制作」（子育て
　 支援センター・　　 支援センター・　
　 10:00～11:30／　 10:00～11:30／
    14:00～16:30)    14:00～16:30)
【要事前申し込み】【要事前申し込み】

  ……記号の見方…………記号の見方……
健健
  康康 ～健診や子育て相～健診や子育て相
　　 談など　　 談など

町町 民 民 ～行政相談、人権～行政相談、人権
　　 相談　　 相談
開開 放 放 ～保育園開放など～保育園開放など
子子 育 育 ～子育て支援セン～子育て支援セン
　　 ター開放など　　 ター開放など
税税務務 ～税の納期など～税の納期など
催催 し し ～イベント､その他～イベント､その他

開開 放 放 保育園開放「遊んＤａ保育園開放「遊んＤａ
　ｙ」（おひさま保育園／　ｙ」（おひさま保育園／
　川湯保育園・9:00～）　川湯保育園・9:00～）
健健
  康康 乳児・３歳児健診乳児・３歳児健診
　（福祉センター・　　（福祉センター・　
　 9:15～）　 9:15～）
健健
  康康 フッ素塗布（福祉センフッ素塗布（福祉セン
　ター・10:00～）　ター・10:00～）
税税 務 務 夜間納税窓口開設（役夜間納税窓口開設（役
　場／川湯支所・20:00　場／川湯支所・20:00
　まで）　まで）

子子 育 育 親子遊び「福祉セ親子遊び「福祉セ
　ンターで遊ぼう｣　ンターで遊ぼう｣
　（福祉センター・　（福祉センター・
　10:00～11:30）　10:00～11:30）
【要事前申し込み】【要事前申し込み】
午後開放なし午後開放なし

健健
  康康 総合健診（美留和総合健診（美留和
　会館・6:00～）　会館・6:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

健健
  康康 総合健診（福祉セ総合健診（福祉セ
　ンター・6:00～）　ンター・6:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

健健
  康康 総合健診（福祉セ総合健診（福祉セ
　ンター・6:00～）　ンター・6:00～）
開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動開ひなたぼっこ移動開
　放「０～３歳｣（川湯　放「０～３歳｣（川湯
　ふるさと館・9:30～　ふるさと館・9:30～
  11:30）  11:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

主な予定を掲載しています

健健
  康康 総合健診（川湯農総合健診（川湯農
　村センター・6:00　村センター・6:00
　～）　～）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動開ひなたぼっこ移動開
　放「０～３歳｣（川湯　放「０～３歳｣（川湯
　ふるさと館・9:30～　ふるさと館・9:30～
  11:30）  11:30）

子子 育 育 ひひなたぼっこ開放なたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

健健
  康康 総合健診（川湯農総合健診（川湯農
　村センター・6:00　村センター・6:00
　～）　～）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

平成30年度 春の火災予防運動

　消防法が改正され住宅用火災警報器が義務化され、約10年が経過します。自宅にある火災警報器は、正常に作動す
るでしょうか。住宅に設置されている住宅用火災警報器をこの機会にぜひ点検してみてください。

更
さら

科
しな

　香
か

乃
の

 ちゃん

　
　
　
　
　

   

【
２
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

７
、４
１
１
人　
（　
　
　

 

９
）

　
　
　

男　

３
、５
１
５
人　
（　
　
　

 

７
）

　
　
　

女　

３
、８
９
６
人　
（　
　
　

 

２
）

●
世
帯
数　

３
、９
０
５
世
帯（　
　
　

 

10
）

　

牧
之
瀬
仁に

瑚こ

ち
ゃ
ん 

女 

（
佳
貴
）中
央
３

　

能
登 

雄た
け

大ひ
ろ

ち
ゃ
ん 
男 
（
武
）泉
２

　

土
屋 

心こ

花は
な

ち
ゃ
ん 

女 
（
直
人
）高
栄
２

　

高
橋 

大た
い

冴が

ち
ゃ
ん 

男 

（
勇
輔
）高
栄
４

　

平
田 

彩い

織お
り

ち
ゃ
ん 

女 

（
崇
）川
湯
温
泉
４

　

吉
谷 　

結ゆ
い

ち
ゃ
ん 

女 

（
健
）川
湯
温
泉
４

　

石
本 　

圭け
い

ち
ゃ
ん 

男 

（
淳
一
）川
湯
温
泉
５

　

石
原　

浪
江
さ
ん（
95
歳
）高
栄
２

　

齊
藤
き
み
ゑ
さ
ん（
94
歳
）泉
２

　

佐
々
木
ト
モ
子
さ
ん（
78
歳
）泉
５

　

瀨
原　

昭
一
さ
ん（
90
歳
）川
湯
温
泉
５

　

羽
田　

成
雄
さ
ん（
81
歳
）朝
日
３

　

早
川　

サ
ヨ
さ
ん（
94
歳
）札
友
内

　

守
屋　
　

進
さ
ん（
71
歳
）泉
３

　

池
内　

満
昭
さ
ん（
69
歳
）熊
牛
原
野

▼
３
月
は
各
学
校
の
卒
業
式
、
卒
園
式

を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。涙

あ
り
笑
顔
あ
り
の
す
ば
ら
し
い
式
ば
か

り
で
し
た
。我
が
子
の
卒
業
も
あ
っ
た

せ
い
か
、
ど
の
卒
業
式
も
ジ
ー
ン
と
胸

に
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。全
て
の

卒
業
生
が
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
で
き

る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。（
鶴
田
）

▼
昨
年
度
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
材
に
行
か

せ
て
い
た
だ
き
、行
く
先
々
で
皆
さ
ん
に

暖
か
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

取
材
の
時
以
外
に
も
町
で
会
う
と
声
を

か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。引
き
続
き「
広
報
」の
腕
章

を
つ
け
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！
（
山
本
）

●

編
集
後
記
●

人
の
う
ご
き

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※ お誕生、お悔やみは、2/1～2/28に弟子屈町役場に届け出をされた方のうち、掲載を希望された方のみ掲載していま
す。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

運動期間／４月20日㈮～４月30日㈪
春の火災予防運動期間中は、町内全域を対象に巡回広報を行います！！

・ ボタンを押す、またはひもを引いて
作動確認をします。
・ 定期的に家族で火災時の警報音を確
認しましよう！


